
（１）広島大学学則(改正案) 

(平成 16年 4月 1日規則第 1号) 

広島大学学則 
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第 1章 総則 

(趣旨) 

第 1条 この学則は，国立大学法人法(平成 15年法律第 112号。以下「法人法」

という。)に基づき設立される国立大学法人広島大学及びその法人によって設

置される広島大学の組織及び運営等に関し必要な事項を定めるものとする。 

(定義) 

第 2条 前条に規定する国立大学法人広島大学及び広島大学は，別段の定めがあ

る場合を除き，総称して広島大学(以下「本学」という。)という。 

(事務所の所在地) 

第 3条 本学は，主たる事務所を広島県東広島市鏡山一丁目 3番 2号に置く。 

(理念) 

第 4条 本学は，「自由で平和な一つの大学」という建学の精神を継承し，次に

掲げる理念に基づき，未来を担う有能な人材を養成するとともに学術を継

承・発展させ，もって地域社会及び国際社会の発展に貢献するものとする。 

(1) 平和を希求する精神 

(2) 新たなる知の創造 

(3) 豊かな人間性を培う教育 

(4) 地域社会・国際社会との共存 

(5) 絶えざる自己変革 

(自己点検・評価) 

第 5条 本学は，学校教育法(昭和 22年法律第 26号)第 109条第 1項の規定に基

づき，教育研究水準の向上に資するため，本学の教育及び研究，組織及び運

営並びに施設及び設備(以下この条において「教育研究等」という。)の状況に

ついて自ら点検及び評価(以下この条において「自己点検・評価」という。)を

行い，その結果を公表するものとする。 
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2 本学は，学校教育法第 109条第 2項の規定に基づき，前項に規定する自己点

検・評価に加え，本学の教育研究等の総合的な状況について，定期的に文部

科学大臣の認証を受けた者による評価(以下この条において「認証評価」とい

う。)を受けるものとする。 

3 本学は，学校教育法第 109条第 3項の規定に基づき，前項に規定する認証評

価のほか，専門職大学院の教育課程，教員組織その他教育研究活動の状況に

ついて，定期的に認証評価を受けるものとする。 

4 第 1項に規定する自己点検・評価並びに第 2項及び前項に規定する認証評価

に関し必要な事項は，別に定める。 

第 2章 教育研究等組織 

(学部) 

第 6条 本学に，次の学部を置く。 

 総合科学部 

 文学部 

 教育学部 

 法学部 

 経済学部 

 理学部 

 医学部 

 歯学部 

 薬学部 

 工学部 

 生物生産学部 

 情報科学部 

(大学院) 

第 7条 本学に，大学院を置く。 

2 大学院に，次の研究科及び研究科等連係課程実施基本組織を置く。 

 人間社会科学研究科 

 先進理工系科学研究科 

 統合生命科学研究科 

 医系科学研究科 

 スマートソサイエティ実践科学研究院 

3 大学院に，履修上の組織として卓越大学院・大学院リーディングプログラム

機構を置く。 

(学術院) 

第 8条 本学に，教員組織として学術院を置く。 

2 学術院に学術院長を置き，学長をもって充てる。 
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3 学術院に関し必要な事項は，別に定める。 

(専攻科) 

第 9条 本学に，次の専攻科を置く。 

特別支援教育特別専攻科 

(附置研究所) 

第 10条 本学に，原子爆弾その他の放射線による障害の治療及び予防に関する

学理並びにその応用の研究のため，附置研究所として原爆放射線医科学研究

所を置く。 

2 原爆放射線医科学研究所に，部門を置く。 

3 原爆放射線医科学研究所は，大学の教員その他の者で原爆放射線医科学研究

所の目的たる研究と同一の分野の研究に従事するものに利用させるものとす

る。 

(病院) 

第 11条 本学に，医学及び歯学に係る診療の場として機能するとともに，診療

を通じて地域医療の向上に寄与するため，医療に関する教育研究施設として

病院を置く。 

2 病院に，診療科及び中央診療施設を置く。 

3 病院に，薬剤部，看護部及び診療支援部を置く。 

(図書館) 

第 12条 本学に，図書館を置く。 

(教育本部) 

第 12条の 2 本学に，学士課程教育，大学院課程教育及び特別支援教育特別専

攻科教育における入学者選抜，教育の質の向上及び教育力の強化に係る企

画・評価・改善を推進するとともに，教養教育を実施するため，教育本部を

置く。 

(学部等附属の教育研究施設) 

第 13条 次の表の左欄に掲げる学部，研究科及び附置研究所(以下この条におい

て「学部等」という。)に，右欄に掲げる附属の教育施設又は研究施設(以下こ

の条において「附属施設」という。)を置く。 

学部等名 附属施設名 

経済学部 地域経済システム研究センター 

理学部 未来創生科学人材育成センター 

薬学部 薬用植物園 

生物生産学

部 

練習船豊潮丸 

人間社会科

学研究科 

幼年教育研究施設，教育実践総合センター，特別支援教育実践セ

ンター，心理臨床教育研究センター，リーガル・サービス・セン
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ター 

統合生命科

学研究科 

瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター，臨海実験所，宮島自

然植物実験所，植物遺伝子保管実験施設 

医系科学研

究科 

先駆的看護実践支援センター，先駆的リハビリテーション実践支

援センター 

原爆放射線

医科学研究

所 

被ばく資料調査解析部 

2 附属施設に関し必要な事項は，当該学部等が定める。 

(全国共同利用施設) 

第 14条 本学に，全国共同利用施設として，放射光科学研究センターを置く。 

2 放射光科学研究センターは，大学の教員その他の者で放射光科学研究センタ

ーの目的たる研究と同一の分野の研究に従事するものに利用させるものとす

る。 

(中国・四国地区国立大学共同利用施設) 

第 15条 本学に，中国・四国地区国立大学共同利用施設として，西条共同研修

センターを置く。 

(学内共同教育研究施設等) 

第 16条 本学に，学内共同教育研究施設として，次の施設を置く。 

 ナノデバイス研究所 

 高等教育研究開発センター 

 情報メディア教育研究センター 

 自然科学研究支援開発センター 

 森戸国際高等教育学院 

 保健管理センター 

 平和センター 

 環境安全センター 

 総合博物館 

 北京研究センター 

 宇宙科学センター 

 外国語教育研究センター 

 文書館 

 スポーツセンター 

 HiSIM 研究センター 

 ダイバーシティ研究センター 

 両生類研究センター 

 トランスレーショナルリサーチセンター 
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 防災・減災研究センター 

 脳・こころ・感性科学研究センター 

 ゲノム編集イノベーションセンター 

 デジタルものづくり教育研究センター 

 AI・データイノベーション教育研究センター 

 IDEC 国際連携機構 

 A-ESG 科学技術研究センター 

 Town & Gown 未来イノベーション研究所 

2 本学に，学内共同利用施設として，ハラスメント相談室を置く。 

(附属学校) 

第 17条 本学に，次の附属学校を置く。 

 附属幼稚園 

 附属三原幼稚園 

 附属小学校 

 附属東雲小学校 

 附属三原小学校 

 附属中学校 

 附属東雲中学校 

 附属三原中学校 

 附属福山中学校 

 附属高等学校 

 附属福山高等学校 

(教育研究活動等) 

第 18条 第 6条から前条までに規定する教育研究組織における教育研究活動及

び管理運営に関し必要な事項は，別に定める。 

第 3章 運営組織 

(役員) 

第 19条 本学に，役員として，学長，理事 7人以内(1人以上の非常勤の理事

(その任命の際現に本学の役員又は職員以外の者に限る。)を置く場合は 8人以

内)及び監事 2人を置く。 

2 前項の規定により置く監事のうち少なくとも 1人は，常勤とする。 

第 20条 学長は，本学を代表し，本学の最終意思決定者として，その業務を総

理する。 

2 学長は，次の重要事項について意思決定するときは，第 24条に定める役員会

の議を経なければならない。 

(1) 中期目標についての意見(法人法第 30条第 3項の規定により文部科学大

臣に対し述べる意見をいう。)及び年度計画に関する事項 
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(2) 法人法により文部科学大臣の認可又は承認(同法第 13条の 2第 1項及び

第 17条第 7項の承認を除く。)を受けなければならない事項 

(3) 予算の作成及び執行並びに決算に関する事項 

(4) 研究科，専攻その他本学の重要な組織の設置又は廃止に関する事項 

(5) 学則その他本学の管理運営上重要な諸規則の制定又は改廃に関する事項 

(6) その他役員会が定める重要事項 

3 理事は，学長を補佐して本学の業務を掌理し，学長に事故があるときはその

職務を代理し，学長が欠員のときはその職務を行う。 

4 監事は，本学の業務を監査する。 

5 役員に関し必要な事項は，別に定める。 

(職員) 

第 21条 本学に，教員，事務職員，技術職員その他の職員を置く。 

2 職員に関し必要な事項は，別に定める。 

(副学長) 

第 22条 本学に，教育，研究その他必要な分野に関して学長を補佐するため，

又は命を受けて校務を担当するため，副学長を置くことができる。 

2 副学長は，理事をもって充てる。 

3 前項の規定にかかわらず，理事でない副学長を置くことができる。 

4 副学長に関し必要な事項は，別に定める。 

(学長補佐) 

第 23条 本学に，学長の指示する特定の業務等を遂行するため，学長補佐を置

く。 

2 学長補佐に関し必要な事項は，別に定める。 

(副理事) 

第 23条の 2 本学に，理事の業務の一部を分担し，理事を補佐するため，副理

事を置く。 

2 副理事に関し必要な事項は，別に定める。 

(役員会) 

第 24条 本学に，重要事項について審議するため，役員会を置く。 

2 役員会の運営等に関し必要な事項は，別に定める。 

(経営協議会) 

第 25条 本学に，経営に関する重要事項を審議するため，経営協議会を置く。 

2 経営協議会の運営等に関し必要な事項は，別に定める。 

(教育研究評議会) 

第 26条 本学に，教育研究に関する重要事項を審議するため，教育研究評議会

を置く。 

2 教育研究評議会の運営等に関し必要な事項は，別に定める。 
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(その他の運営組織) 

第 27条 第 19条から前条までに規定するもののほか，運営組織に関し必要な事

項は，別に定める。 

第 4章 その他 

(雑則) 

第 28条 この学則に定めるもののほか，本学の組織及び運営等に関し必要な事

項は，別に定める。 

附 則 

この学則は，平成 16年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 16年 7月 20日規則第 153号) 

この規則は，平成 16年 7月 20日から施行する。 

附 則(平成 17年 1月 18日規則第 3号) 

この規則は，平成 17年 1月 18日から施行し，平成 16年 9月 1日から適用す

る。 

附 則(平成 17年 2月 15日規則第 11号) 

この規則は，平成 17年 3月 1日から施行する。ただし，第 16条の改正規定中

スポーツ科学センターに係る部分については，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 17年 4月 1日規則第 24号) 

1 この規則は，平成 17年 4月 1日から施行する。 

2 歯学部附属歯科衛生士学校及び歯学部附属歯科技工士学校(以下「旧専修学校」

という。)は，この規則による改正後の広島大学学則第 17条の規定にかかわら

ず，平成 17年 3月 31日に旧専修学校に在学する者が当該旧専修学校に在学し

なくなるまでの間，存続するものとする。 

附 則(平成 17年 6月 28日規則第 111号) 

この規則は，平成 17年 7月 1日から施行する。 

附 則(平成 17年 9月 27日規則第 117号) 

この規則は，平成 17年 10月 1日から施行する。 

附 則(平成 18年 3月 31日規則第 26号) 

この規則は，平成 18年 4月 1日から施行する。 
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附 則(平成 18年 5月 31日規則第 96号) 

この規則は，平成 18年 6月 1日から施行する。 

附 則(平成 18年 10月 17日規則第 123号) 

この規則は，平成 18年 11月 1日から施行する。 

附 則(平成 19年 3月 20日規則第 42号) 

この規則は，平成 19年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 19年 5月 22日規則第 91号) 

この規則は，平成 19年 5月 22日から施行し，この規則による改正後の広島大

学学則の規定は，平成 19年 5月 21日から適用する。 

附 則(平成 19年 6月 25日規則第 104号) 

この規則は，平成 19年 7月 1日から施行する。 

附 則(平成 19年 12月 25日規則第 175号) 

この規則は，平成 19年 12月 26日から施行する。 

附 則(平成 20年 3月 17日規則第 45号) 

この規則は，平成 20年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 20年 4月 22日規則第 145号) 

この規則は，平成 20年 5月 1日から施行する。 

附 則(平成 21年 1月 23日規則第 2号) 

この規則は，平成 21年 2月 1日から施行する。 

附 則(平成 22年 3月 31日規則第 11号) 

この規則は，平成 22年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 22年 6月 8日規則第 108号) 

この規則は，平成 22年 6月 8日から施行する。 

附 則(平成 23年 9月 20日規則第 105号) 

この規則は，平成 23年 10月 1日から施行する。 

附 則(平成 24年 3月 30日規則第 24号) 

1 この規則は，平成 24年 4月 1日から施行する。 
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2 この規則による改正前の広島大学学則第 7条第 2項に規定する保健学研究科

及び医歯薬学総合研究科は，この規則による改正後の広島大学学則第 7条第 2

項の規定にかかわらず，平成 24年 3月 31日に当該研究科に在学する者が当該

研究科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 

附 則(平成 26年 3月 31日規則第 30号) 

この規則は，平成 26年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 26年 9月 16日規則第 79号) 

この規則は，平成 26年 9月 16日から施行する。 

附 則(平成 27年 3月 17日規則第 14号) 

この規則は，平成 27年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 28年 2月 23日規則第 6号) 

この規則は，平成 28年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 28年 3月 24日規則第 31号) 

この規則は，平成 28年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 28年 7月 26日規則第 177号) 

この規則は，平成 28年 7月 26日から施行する。 

附 則(平成 28年 9月 13日規則第 187号) 

この規則は，平成 28年 10月 1日から施行する。 

附 則(平成 29年 3月 27日規則第 23号) 

1 この規則は，平成 29年 4月 1日から施行する。 

2 広島大学先進機能物質科学研究センター規則(平成 18年 3月 31日規則第 84

号)は，廃止する。 

附 則(平成 30年 3月 30日規則第 56号) 

1 この規則は，平成 30年 4月 1日から施行する。 

2 広島大学サステナブル・ディベロップメント実践研究センター規則(平成 22

年 6月 8日規則第 109号) は，廃止する。 

附 則(平成 30年 9月 18日規則第 118号) 
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この規則は，平成 30年 9月 18日から施行する。ただし，第 16条の改正規定

中森戸国際高等教育学院及び脳・こころ・感性科学研究センターに係る部分につ

いては，平成 30年 10月 1日から施行する。 

附 則(平成 30年 12月 25日規則第 158号) 

この規則は，平成 30年 12月 25日から施行する。 

附 則(平成 31年 1月 24日規則第 3号) 

この規則は，平成 31年 2月 1日から施行する。 

附 則(平成 31年 3月 29日規則第 25号) 

1 この規則は，平成 31年 4月 1日から施行する。 

2 この規則による改正前の広島大学学則第 7条第 2項に規定する医歯薬保健学

研究科及び生物圏科学研究科は，この規則による改正後の広島大学学則第 7

条第 2項の規定にかかわらず，平成 31年 3月 31日に当該研究科に在学する者

が当該研究科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 

附 則(令和元年 9月 24日規則第 147号) 

1 この規則は，令和元年 10月 1日から施行する。 

2 広島大学産学・地域連携センター規則(平成 22 年 3 月 31 日規則第 22 号) は，

廃止する。 

附 則(令和 2年 3月 25日規則第 45号) 

1 この規則は，令和 2年 4月 1日から施行する。 

2 この規則による改正前の広島大学学則第 7条第 2項に規定する総合科学研究

科，文学研究科，教育学研究科，社会科学研究科，理学研究科，先端物質科

学研究科，工学研究科，国際協力研究科及び法務研究科は，この規則による

改正後の広島大学学則第 7条第 2項の規定にかかわらず，令和 2年 3月 31日

に当該研究科に在学する者が当該研究科に在学しなくなる日までの間，存続

するものとする。 

附 則(令和 2年 9月 23日規則第 200号) 

1 この規則は，令和 2年 10月 1日から施行する。 

2 広島大学スポーツ科学センター規則(平成 17年 2月 15日規則第 10号)は，廃

止する。 

附 則(令和 3年 1月 28日規則第 6号) 

この規則は，令和 3年 4月 1日から施行する。 
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附 則(令和 3年 3月 10日規則第 11号) 

この規則は，令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 4年 1月 27日規則第 13号) 

1 この規則は，令和 4年 4月 1日から施行する。 

2 広島大学現代インド研究センター規則(平成 22年 3月 31日規則第 20号)は，

廃止する。 

附 則(令和 4年 3月 22日規則第 22号) 

1 この規則は，令和 4年 4月 1日から施行する。 

2 広島大学教育開発国際協力研究センター規則(平成 16年 4月 1日規則第 43

号)は，廃止する。 

附 則 

この規則は，令和 5年 4月 1日から施行する。 

 

-学則-11ｰ



 
 

（２）広島大学学則の変更事項 

 

1 変更の事由 

 広島大学に，大学院スマートソサイエティ実践科学研究院を設置することとするた

め。 

 

2 変更の概要 

   広島大学に，大学院スマートソサイエティ実践科学研究院を設置する。 
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（３） 広島大学学則（改正案）新旧対照表 
 

改正前 改正後 
 
(略) 

 
(大学院) 

第7条 本学に，大学院を置く。 
2 大学院に，次の研究科を置く。 
 
  人間社会科学研究科 
  先進理工系科学研究科 
  統合生命科学研究科 
  医系科学研究科 
 
3 大学院に，履修上の組織として卓越大学院・大学

院リーディングプログラム機構を置く。 
 
 (略) 

 
(略) 

 
(大学院) 

第7条 同左 
2 大学院に，次の研究科及び研究科等連係課程実施

基本組織を置く。 
  人間社会科学研究科 
  先進理工系科学研究科 
  統合生命科学研究科 
  医系科学研究科 
  スマートソサイエティ実践科学研究院 
3 同左 
 
 
 (略) 
 

附 則 
 この規則は，令和5年4月1日から施行する。 

 

 

 

-学則-13ｰ



 

( 20 1 15 2 ) 

( 16 4 1 3 ) 

 ( ) 

  

 

1  ( 1 13 ) 

2  ( 14 24 ) 

3  ( 25 36 ) 

4  ┘ ( 37 39 ) 

5  ┘ ( 40 42 ) 

6  ─ ┘ ─ ( 43 48 ) 

7  ( 49 ) 

8  ( 50 52 ) 

9  ┘ ( 53 54 ─ 4) 

10  ( 55 ) 

11  ( 55 ─ 2 55 ─ 6) 

12  ( 56 ה 57 ) 

 

 

1   

( ) 

1  ↓─ │ ( 16 4 1 1 ) 18 ─

⌐ ≠⅝ ( ₈ ₉≤™℮⁹)─ ─ ⌐

⇔ ⌂ ╩ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ ) 

2  │ ─ ⌐ ⇔ ─ ╩ ⇔≡

∕─ ╩ ╘╢≤≤╙⌐ ─ ┘ ╩ ⇔≡

⇔™ ╩ ╡ ↄ↓≤ ┘⌐↓╣╠╩ ∂≡ ─ ה ≤ ⅛

⌂ ╩ ∆╢ ┘ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ─

─ ≤ ─ ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ 

( ─ ) 

3  ⌐ ┘ ╩ ↄ⁹ 

2 ( ╩ ↄ⁹)│ ─ ( ₈

₉≤™℮⁹) ┘ ─ ( ₈ ₉≤™℮⁹)⌐

∆╢⁹ 
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3 │ ≤⇔≡ ╡ ℮╙─≤∆╢⁹ 

4 │ ╩ ─ ≤

⇔≡ ╡ ™ ╩ ─ ≤⇔≡

╡ ℮╙─≤∆╢⁹ 

5 2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ⅜№╢ ⌐⅔™≡│

─╖─ ╩ ↄ↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

( ┘ ) 

4  ─ ⌐ ┘ ╩

⌐ ╩ ─≤⅔╡ ↄ⁹ 

( ) 

  

  

 ( ) 

 ( ) 

♠כꜝ◓ה  ◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫ ( ) 

( ) 

  

ⱪ♠▫ⱥ▬ꜝה  ◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫ ( ) 

( ) 

  

( ) 

  

  

☻ⱴכ♩♁◘▬◄♥▫ ( ) 

2 ─ ♠כꜝ◓ה ◘☻♥▬♫ⱦꜞ

♥▫ ┘ ⱪ♠▫ⱥ▬ꜝה

◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫ │ ( 49 28 )

35 ⌐ ∆╢ ( ₈ ₉≤™℮⁹)≤∆╢⁹ 

( ) 

5  ─ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

( ┘ ─ ) 

6  ┘ ─ │ 2 ≤∆╢⁹√∞⇔

─ ⅜№╢≤ ╘╠╣╢ │ │

( ₈ ₉≤™℮⁹)─ ╘╢≤↓╤⌐╟╡ │

─ ─ ⌐ ∂ │ 2 ╩ ⅎ╢╙─≤∆╢↓≤⅜≢⅝

╢⁹ 
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2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ≤⇔≡ ─ ╩ ∆╢ ⌐ ⇔≡ ╩

℮ ≢№∫≡ ─ ⅜№╡ ⅛≈ ≤ ∑≡ ∕─

─ │ ⌐⅔™≡ │ ╩ ℮ ─ ⌂ ⌐╟╡

╩ ∂⌂™≤⅝│ ─ ╘╢≤↓╤⌐╟╡

╩ 1 2 ─ ≤∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

( ─ ) 

7  ─ │ 3 ≤∆╢⁹ 

( ─ ) 

8  ─ │ 4 ≤∆╢⁹ 

( ─ ) 

9  ─ │ 2

─ │ 3 ≤∆╢⁹ 

( ) 

10  ⌐⅔↑╢ ⌐ ⇔ ╢ │ ⇔

ↄ│ │ │ 4 (2 ─

╩ ╘╢ │ ─ ─ ⌐№∫≡│

─ 2 ─ ) ┘ │ 6

│ 8 ≤∆╢⁹ 

( ) 

11  │ 4 1 ⌐ ╕╡ 3 31 ⌐ ╦╢⁹ 

( ) 

12  │ ┘ ─ 2 ⌐ ↑ ╩ 4 1 ⅛╠ 9 30 ╕

≢ ╩ 10 1 ⅛╠ 3 31 ╕≢≤∆╢⁹ 

2 ⌐ ╘╢ │ ┘ ⌐ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

3 ─ ╩ ⱶכ♃1 ╩ ⱶכ♃2 ─ ╩ ⱶכ♃3

╩  ⱶ≤∆╢⁹כ♃4

( ) 

13  ─ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

(1) ┘ ( ⱴⱠ☺ⱷfi♩ⱪ

꜡◓ꜝⱶ⌐№∫≡│ ┘ ) 

(2) ─ ⌐ ∆╢ ( 23 178 )⌐ ∆╢  

(3)  4 1 ⅛╠ 4 7 ╕≢ 

(4)  8 11 ⅛╠ 9 30 ╕≢ 

(5)  12 26 ⅛╠ 1 5 ╕≢ 

2 │ ─ ⅜№╢≤⅝│ 3 ⅛╠ 5 ╕≢─ ╩

∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

3 ─ │ ∕─ ⌐ ╘╢⁹ 
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4 ─ ⅜№╢≤⅝│ 3 ⌐ ╘╢ ⌐ ╩ ∆╢↓≤⅜≢

⅝╢⁹ 

2   

( ─ ) 

14  ─ │ ─ ╘≤∆╢⁹ 

2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ─ ╘⌐ ↕∑╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

( ) 

15  ⇔ↄ│ │ ⌐ ∆╢↓≤─

≢⅝╢ │ ─ ─™∏╣⅛⌐ ∆╢ ≤∆╢⁹ 

(1) ╩ ⇔√  

(2) ( 22 26 ⁹ ₈ ₉≤™℮⁹) 104 7

─ ⌐╟╡ ה ⅛╠ ─

╩ ↕╣√  

(3) ⌐⅔™≡ ⌐⅔↑╢ 16 ─ ╩ ⇔√  

(4) ─ ⅜ ℮ ⌐⅔↑╢ ╩ ⅜ ⌐⅔™≡ ∆╢

↓≤⌐╟╡ ─ ⌐⅔↑╢ 16 ─ ╩ ⇔√  

(5) ⅜ ⌐⅔™≡ ─ ─ (∕─ ⅜ ─ ⌐

⅔↑╢ 16 ─ ╩ ⇔√≤↕╣╢╙─⌐ ╢⁹)╩ ∆╢╙─≤⇔≡

─ ⌐⅔™≡ ↑╠╣√ ≢№∫≡

⅜ ⌐ ∆╢╙── ╩ ⇔√  

(6) ─ ∕─ ─ (∕─ ─ ⌂ ⌐≈™≡

─ │ ─ ╩ ↑√ ⌐╟╢ ╩ ↑√╙─

│↓╣⌐ ∏╢╙─≤⇔≡ ⅜ ⌐ ∆╢╙─⌐ ╢⁹)⌐⅔

™≡ ⅜ 3 ≢№╢ ╩ ∆╢↓≤( ─ ⅜

℮ ⌐⅔↑╢ ╩ ⅜ ⌐⅔™≡ ∆╢↓≤⌐╟╡

╩ ∆╢↓≤ ┘ ─ ⌐⅔™≡ ↑╠╣√

≢№∫≡ ─ ╩ ↑√╙─⌐⅔™≡ ╩ ∆╢↓≤╩

╗⁹)⌐╟╡ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ↕╣√  

(7) ─ ( ⅜ 4 ≢№╢↓≤∕─ ─

⅜ ╘╢ ╩ √∆╙─⌐ ╢⁹)≢ ⅜ ⌐ ∆╢╙─

╩ ⅜ ╘╢ ⌐ ⇔√  

(8) ─ ⇔√  

(9) 102 2 ─ ⌐╟╡ ⌐ ⇔√ ≢№∫≡ ∕─ ⌐

↕∑╢ ⌐⅔™≡ ⌐⅔↑╢ ╩ ↑╢⌐┤↕╦⇔

™ ⅜№╢≤ ╘√╙─ 

(10) ⌐⅔™≡ ─ ⌐╟╡ ╩ ⇔√ ≤

─ ⅜№╢≤ ╘√ ≢№∫≡ 22 ⌐ ⇔√╙─ 
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(11) ⌐ 3 ⇔√ (↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡ ⅜ ╘

╢ ╩ ╗⁹)≢№∫≡ ⅜ ╘╢ ╩ ⌂ ≢ ⇔√

≤ ╘╢╙─ 

16  ⌐ ∆╢↓≤─≢⅝╢ │ ─ ─™∏╣⅛⌐

∆╢ ≤∆╢⁹ 

(1) ─ │ ( 104 1 ─ ⌐ ≠⅝

( 28 9 ) 5 ─ 2⌐ ∆╢ ╩™℮⁹

∂⁹)╩ ∆╢  

(2) ⌐⅔™≡ ─ │ ⌐ ∆╢ ╩ ↕╣√

 

(3) ─ ⅜ ℮ ⌐⅔↑╢ ╩ ⅜ ⌐⅔™≡ ⇔

─ │ ⌐ ∆╢ ╩ ↕╣√  

(4) ⅜ ⌐⅔™≡ ─ ─ ╩ ∆╢╙─≤⇔≡ ─

⌐⅔™≡ ↑╠╣√ ≢№∫≡ ⅜

⌐ ∆╢╙── ╩ ⇔ ─ │ ⌐ ∆

╢ ╩ ↕╣√  

(5) ⌐ ∆╢ ≤ ≤─ ─ ─ ⌐ ℮

( 51 72 ) 1 2 ⌐ ∆╢ 1972 12 1

1 ─ ⌐ ≠⅝ ↕╣√ ( ₈

₉≤™℮⁹)─ ╩ ⇔ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ↕╣√

 

(6) ─ 4 ─ ╩ ↑√ │ ─

╩ ⇔ 16 ─ 2⌐ ∆╢ ┘ ⌐ ∆

╢╙─⌐ ⇔ ─ ╩ ∆╢ ≤ ─ ⅜№╢≤ ╘╠

╣√  

(7) ─ ⇔√  

(8) ⌐⅔™≡ ─ ⌐╟╡ ─ │

╩ ∆╢ ≤ ─ ⅜№╢≤ ╘√ ≢№∫≡ 24 ⌐

⇔√╙─ 

17  ⌐ ∆╢↓≤─≢⅝╢ │ ─

─™∏╣⅛⌐ ∆╢ ≤∆╢⁹ 

(1) ─ │ ─ ⌐⅔™≡ │

6 ─ ⇔ↄ│ ╩ ⇔≡↓╣╠─ ╩ ⇔√  

(2) 104 7 ─ ⌐╟╡ ה

⅛╠ ─ ( ⅜ │ )╩ ↕╣√  

(3) ⌐⅔™≡ ⌐⅔↑╢ 18 ─ ( ─ │

│ )╩ ⇔√  
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(4) ─ ⅜ ℮ ⌐⅔↑╢ ╩ ⅜ ⌐⅔™≡ ∆╢

↓≤⌐╟╡ ─ ⌐⅔↑╢ 18 ─ ( ─ │

│ )╩ ⇔√  

(5) ⅜ ⌐⅔™≡ ─ ─ (∕─ ⅜ ─ ⌐

⅔↑╢ 18 ─ ( ─ │ │ )╩ ⇔

√≤↕╣╢╙─⌐ ╢⁹)╩ ∆╢╙─≤⇔≡ ─ ⌐⅔

™≡ ↑╠╣√ ≢№∫≡ ⅜ ⌐ ∆╢╙─

─ ╩ ⇔√  

(6) ─ ∕─ ─ (∕─ ─ ⌂ ⌐≈™≡

─ │ ─ ╩ ↑√ ⌐╟╢ ╩ ↑√╙─

│↓╣⌐ ∏╢╙─≤⇔≡ ⅜ ⌐ ∆╢╙─⌐ ╢⁹)⌐⅔

™≡ ⅜ 5 ≢№╢ ( ─ │

│ )╩ ∆╢↓≤( ─ ⅜ ℮ ⌐⅔↑╢

╩ ⅜ ⌐⅔™≡ ∆╢↓≤⌐╟╡ ╩ ∆╢↓≤ ┘

─ ⌐⅔™≡ ↑╠╣√ ≢№∫≡ ─

╩ ↑√╙─⌐⅔™≡ ╩ ∆╢↓≤╩ ╗⁹)⌐╟╡ ─ ⌐

∆╢ ╩ ↕╣√  

(7) ─ ⇔√  

(8) 102 2 ─ ⌐╟╡ ( │ ╩

∆╢ ⌐ ╢⁹)⌐ ⇔√ ≢№∫≡ ∕─ ⌐ ↕∑╢

⌐⅔™≡ ⌐⅔↑╢ ╩ ↑╢⌐┤↕╦⇔™ ⅜№╢≤ ╘

√╙─ 

(9) ⌐⅔™≡ ─ ⌐╟╡ ╩ ⇔√ ≤

─ ⅜№╢≤ ╘√ ≢№∫≡ 24 ⌐ ⇔√╙─ 

(10) ─ ⇔ↄ│ ╩ ∆╢ │ ╩ ∆╢

─℮∟ ⌐ ╢ ⌂ ╩ ℮↓≤╩ √╢ ≤∆╢╙─⌐ 4

⇔√ (↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡ ⅜ ╘╢ ╩

╗⁹)≢№∫≡ ⅜ ╘╢ ╩ ⌂ ≢ ⇔√≤ ╘╢

╙─ 

( ) 

18  ⌐ ╩ ∆╢ │ ─ ⌐ 30,000

╩ ─ ⌐ ╘╢ ( ₈ ₉≤™℮⁹)╩ ⌐

⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

2 ⌐⅔↑╢ 19 ⌐ ∆╢ ⌐⅔™

≡ ⌐╟╢ ( ₈ 1 ─ ₉≤™℮⁹)╩ ™ ∕─

⌐ ╡ ∕─ ⌐╟╢ ( ₈ 2 ─ ₉≤™℮⁹)
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╩ ℮ ─ ─ │ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 1 ─ ⌐

╢ │ 7,000 ≤⇔ 2 ─ ⌐ ╢ │ 23,000 ≤∆╢⁹ 

3 1 ─ │ 39 1 ─ ⌐╟╡ ╩ ∆╢ ⌐≈™≡

∆╢⁹ 

( ─ ) 

18 ─ 2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ─ ⅜№╢ ⌐│ ╩

∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ╩ⱱכⱶ ( ⅜ ╩∆╢ ╩™

℮⁹ ∂⁹)≤⇔≡ ♠כꜝ◓ה

◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫ │ ▫♠ⱪ▬ꜝה

ⱥ ◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫ ⌐ ╩ ∆╢ ⌐│

╩ ∆╢⁹ 

3 1 ⌐ ╘╢╙──╒⅛ ─ ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

( ) 

19  ⌐ ⇔≡│ ╩ ℮⁹ 

2 ─ ⌐≈™≡│ ⌐ ╘╢⁹ 

( ─ ) 

20  ╩ ∆═⅝ │ ─ ─ ╩ ≡ ⅜ ∆

╢⁹ 

( ) 

21  ─ ╩ ↑╟℮≤∆╢ │ ─ ╕≢⌐ ⌐ ╘╢

( ₈ ₉≤™℮⁹)╩ ∆╢≤≤╙⌐ 282,000 ╩

⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

( ─ ┘ ) 

22  ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ─ ⅜№╢ ⌐│ ─

⇔ↄ│ ╩ ⇔ ⇔ↄ│∕─ ╩ ⇔ │ ╩ ⇔⌂™

↓≤≤∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ⌐ ╘╢ ⱨ▼♬♇◒☻ ⌐╟╢

⌐│ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

3 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ⌐ ╘╢ ╡ ↄ ⌐╟╢

⌐│ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

4 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ♠כꜝ◓ה

◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫ ┘ ⱪ▬ꜝה

♠▫ⱥ ◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫ ─ ─℮∟ ╩ⱱכⱶ

≤∆╢ ⌐│ ─ ╩ ∆╢⁹ 

5 1 ⅛╠ 3 ╕≢⌐ ╘╢╙──╒⅛ ─ ┘

⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 
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( ) 

23  │ 21 ─ ╩ ⇔√ ( ─ │

─ ─ ╩ ╗⁹)⌐ ╩ ∆╢⁹ 

( ┘ ─ ) 

24  ─ ┘ │ ⇔⌂™⁹ 

2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ─ ─™∏╣⅛⌐ ∆╢≤⅝│ ⇔√

─ ⌐╟╡ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

(1) ⌐⅔↑╢ 19 ⌐ ∆╢ ⌐

⅔™≡ 1 ─ ╩ ™ 2 ─ ╩ ℮ ⌐

╩ ⇔√ ⅜ 1 ─ ≢ ≤⌂∫√≤⅝ 23,000  

(2) ╩ ⇔√ ⅜ ╩ ⇔⌂⅛∫√≤⅝ ∕─

 

(3) ╩ ⇔√ ⅜ ╩ ⇔⌂⅛∫√≤⅝ ∕─

 

3   

( ─ ┘ ) 

25  ─ │ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂

╩ ⇔ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

2 │ ─ ⅜ ⌐ ∆╢ ( ⌐⅔™≡₈

₉≤™℮⁹) ┘ ─ ⌐ ∆╢⁹ 

3 ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

4 ─ ┘∕─ │ │

( ₈ ₉≤™℮⁹)⌐⅔™≡ ╘╢⁹ 

5 2 ⌐ ╘╢╙──╒⅛ ─ ─℮∟ ≡─

─ ⅜☻◐ꜟ ╩ ≤⇔≡ ≢⅝╢ ( ⌐ ╘╢

ⱪ꜡◓ꜝⱶ │ 25 ─ 3⌐ ╘╢ כ♄כꜞ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩

∆╢ ⌐ ╡ ≢⅝╢╙─╩ ↄ⁹)⌐≈™≡│ ⌐ ╘╢⁹ 

( ⱪ꜡◓ꜝⱶ) 

25 ─ 2 √⌂ ─ ≤ ╩ ⇔ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢

≤≤╙⌐ ─ ⌐ ⇔≡ ⌐▬ⱡⱬכ◦ꜛfi╩╙√╠∆

↓≤⅜≢⅝╢ ⌂ ─ⱪ꜡ⱨ▼♇◦ꜛ♫ꜟ╩ ∆╢↓≤╩

≤⇔≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢⁹ 

2 ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

( כ♄כꜞ ⱪ꜡◓ꜝⱶ) 

25 ─ 3 ⌐ ⌐ ╖ ™ ╩╙≤⌐ ─ ╩ ↄ

╩ ⅎ√ꜞכ♄כ╩ ∆╢√╘ ─ ה ─ ╖╩

ⅎ√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⇔≡ כ♄כꜞ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢⁹ 
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כ♄כꜞ 2 ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

( ─ ┘ ─ ─  

) 

26  ─ ─ ⌐≈™≡│ 19 ─ 2─ ╩

─ ─ ⌐≈™≡│ 19 ─ 3─ ╩ ∆╢⁹ 

( ) 

27  ─ ( ─ ╩ ↄ⁹)│ ∕─

⌐ ∕╣∙╣─ │ ⌐⅔™≡ ╘╠╣

√ ╩ ⇔ ⌐ ⌂ ╩ ⇔ ⅛≈ ─

⌐ ∆╢ ( ₈ ₉≤™℮⁹)╩ ↑⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹√∞⇔

16 2 ⅛╠ 8 ╕≢─ ⌐╟╡ ┼─ ⌐ ⇔

─ │ ╩ ∆╢ ≤ ─ ⅜№╢≤ ╘╠╣√ ⅜

⌐ ⇔√ ─ ─ ┘ ─ ⌐≈™≡│

↓─ ╡≢⌂™⁹ 

2 │ ≤ ╘╢≤⅝│ №╠⅛∂╘ ─ ⇔ↄ│

│ ─ ≤ ─ ( ─ ╩ ↄ⁹)

⅜ ─ ⇔ↄ│ ⌐⅔™≡ │ ∆╢↓≤⌂ↄ

─ ⌐ ⇔ ⌂ ( 55 ─ 2⌐ ∆╢

╩ ∆╢ ─ ⅜ ╩ ∆╢ ⌐⅔

™≡ ↑╢╙─╩ ↄ⁹ ↓─ ⌐⅔™≡ ∂⁹)╩ ↑╢↓≤╩ ╘╢↓

≤⅜≢⅝╢⁹√∞⇔ ┘ ─ ⌐≈™≡ ╘╢

│ ╩ ↑╢ │ 1 ╩ ⅎ⌂™╙─≤∆╢⁹ 

( ─ ) 

28  ─ ⌐⅔™≡│ ─ ⅜№╢≤ ╘╠╣╢

│ ∕─ ─ │ ⌐⅔™≡ │ ╩ ℮

─ ⌂ ⌐╟╡ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

( ─ ) 

29  ─ ⌐≈™≡│ 19 ─ 4─ ╩ ∆╢⁹↓─

⌐⅔™≡ ₈ ┘ ₉≤№╢─│ ₈ │ ₉≤ ╖ ⅎ╢╙

─≤∆╢⁹ 

( ─ ) 

30  ─ ─ │ ┘ ─ 5 ≤⇔

┘ ╩ ╩ ≤∆╢⁹ 

( ─ ─ ) 

31  ─ ⅜ ⌐╦√∫≡ ⌐ ╩ ∆╢

√╘ ─ ≤⇔≡ ⅜ ∆═⅝ ⌐≈™≡ ⅜ 1
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│ 1 ⌐ ≤⇔≡ ∆╢↓≤─≢⅝╢ ─ │

─ ╘╢≤↓╤⌐╟╢⁹ 

31 ─ 2 │ ─ ⅜ ⌐╦√∫≡ ⌐

╩ ∆╢√╘ ─ ≤⇔≡ ⅜ ∆═⅝ ⌐≈™≡

⅜ 1 │ 1 ⌐ ≤⇔≡ ∆╢↓≤─≢⅝╢ ─

╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 │ ─ ╩ ╣√ ╩╙∫≡ ⇔√ ─

⌐≈™≡│ ⌐ ─ ╩ ⅎ≡ ─ ╩ ╘╢↓≤⅜

≢⅝╢⁹ 

( ⌐╦√╢ ─ ) 

32  ⅜ ╩ ⇔≡™╢ ─ ⌐╟╡ ╩ ⅎ≡

─ ⌐╦√╡ ⌐ ╩ ⇔ ╩ ∆╢↓≤╩ ∆╢

╩ ⇔ √≤⅝│ ⌐⅔™≡ ─⌂™ ⌐ ╡ ∕─

⌂ ( ₈ ₉≤™℮⁹)╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 ─ ™⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

( ─ ─ ─ ) 

33  ─ ─ ─ ⌐≈™≡│ 24 ─ ╩

∆╢⁹ 

( ─ ─√╘─ ⌂ ) 

34  │ ┘ ─ ┘ ─ ╩ ╢√╘─

⌂ ┘ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

( ┘ ) 

35  ⅜ ≤ ╘╢≤⅝│ ─ ( ─ ┘

╩ ╗⁹)─ ⌐⅔™≡ ⇔√ ⌐≈™≡ ⇔

√ ╩ ─ ─ ╩ ≡ 15 (

⌐№∫≡│ ≤⇔≡ ╘╢ ─ 2 ─ 1╩ ⅎ⌂™

≤∆╢⁹ ⌐№∫≡│ 30 ≤∆╢⁹√∞⇔

93 ╩ ⅎ╢ ─ ╩ ─ ─

≤∆╢ │ ∕─ ⅎ╢ ─ ⌐ ╡ 30 ╩ ⅎ≡ ⇔√╙─

≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢⁹)╩ ⅎ⌂™ ≢ ⌐⅔↑╢ ─

⌐╟╡ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 ─ │ ─ ⅜ ℮ ⌐⅔↑╢ ╩ ⅜ ⌐⅔

™≡ ∆╢ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

3 2 ─ ⌐╟╡ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢ │ ╦∑≡

15 ( ⌐№∫≡│ ≤⇔≡ ╘╢

─ 2 ─ 1╩ ⅎ⌂™ ≤∆╢⁹ ⌐

№∫≡│ 1 ┘ 45 2 ─ ⌐╟╡ ⇔√╙─≤╖⌂∆
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↓≤⅜≢⅝╢ ≤ ╦∑≡ 30 ( 1 √∞⇔ ┘ 45 2 √

∞⇔ ─ ⌐╟╡ 30 ╩ ⅎ≡ ⇔√╙─≤╖⌂∆ ╩ ↄ⁹)≤

∆╢⁹)╩ ⅎ⌂™╙─≤∆╢⁹ 

4 ┘ ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

( ─ ─ ) 

36  ⅜ ≤ ╘╢≤⅝│ ⌐ ∆╢ ⌐

( ─ ┘ ╩ ╗⁹) ─ ⌐⅔™≡ ⇔√

⌐≈™≡ ⇔√ ( ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ╗⁹)╩

⌐⅔↑╢ ─ ⌐╟╡ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝

╢⁹ 

2 ─ ⌐╟╡ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢ │ ─

╩ ⅝ ⌐⅔™≡ ⇔√ ( ≤⇔≡ ⇔√

╩ ╗⁹) ─╙─⌐≈™≡│ 15 (

⌐№∫≡│ 1 ┘ 2 ┘⌐ 44 ─ 2 2 ─ ⌐╟╡

⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢ ≤ ╦∑≡ ≤⇔≡ ╘╢

─ 2 ─ 1╩ ⅎ⌂™ ≤∆╢⁹ ⌐№

∫≡│ 1 ┘ 2 ┘⌐ 45 2 ─ ⌐╟╡ ⇔√╙

─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢ ≤ ╦∑≡ 30 ( 1 √∞⇔ ┘

45 2 √∞⇔ ─ ⌐╟╡ 30 ╩ ⅎ≡ ⇔√╙─≤╖⌂∆

╩ ↄ⁹)≤∆╢⁹)╩ ⅎ⌂™╙─≤∆╢⁹ 

3 ┘ ─ ⌐ ≠⅝ ( ─

┘ ╩ ↄ⁹)⌐⅔™≡ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢

│ ╦∑≡ 20 ╩ ⅎ⌂™╙─≤∆╢⁹ 

4 3 ─ ⌐╟╢ ─ ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

4  ┘  

( ) 

37  ⌐≈™≡│ 32 ⅛╠ 34 ╕≢─ ╩ ∆╢⁹ 

( ) 

38  ⌐≈™≡│ 35 ─ ╩ ∆╢⁹ 

( ) 

39  ─ ┘ ─ ⅛╠ ╩ ∆╢ ⌐≈™≡│

─ ╘⌐ ╡ ─ ∆╢↓≤⅜№╢⁹ 

2 ─ ⅜ ─ ⌐ ⇔╟℮≤∆╢≤⅝│ ─ ╩

≡ ™ ⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

5  ┘  

( ) 

40  ⌐≈™≡│ 39 ─ ╩ ∆╢⁹ 
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( ) 

41  ⌐≈™≡│ 40 ⅛╠ 42 ╕≢─ ╩ ∆╢⁹ 

( ) 

42  ⌐≈™≡│ 43 ─ ╩ ∆╢⁹ 

6  ─ ┘ ─  

( ) 

43  ┘ ─ ─ │ ⌐ 2 (2 ─

╩ ╘╢ │ ─ ─ ⌐№∫≡│

) ⇔ 30 ╩ ⇔ ⅛≈ ⌂

╩ ↑√ ╩ ⌐ ⇔≡∕─ ┘ ⌐

∆╢↓≤≤∆╢⁹√∞⇔ ⌐ ⇔≡│ ─ ─

╩ ≡ ─ ⅜ ╣√ ╩ →√≤ ╘╢ ⌐≈™≡│ ⌐ 1

∆╣┌ ╡╢╙─≤∆╢⁹ 

2 ─ ⌐⅔™≡ ─ ─ ╩ ≡ ─ ⅜∕─

┘ ─ ⌐ ∂ ≤ ╘╢≤⅝│ ─ ⌐

≈™≡─ ─ ─ ╩╙∫≡ ─ ⌐ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

3 ⌐≈™≡│ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ≤ ╘

╠╣╢ ⌐│ 2 ⌐ ∆╢ │ ─ ⌐≈™≡─

─ ─ ┘ ⌐ ∆╢↓≤⌐ ⅎ≡ ⅜ ℮ ⌐

→╢ ┘ ⌐ ∆╢↓≤≤∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

(1) ⌐ ∆╢ ─ ┘ ┘⌐ ⌐

∆╢ ─ ≢№∫≡ ⌐⅔™≡ ⇔ │

∆═⅝╙─⌐≈™≡─  

(2) ⌐ ╢ ╩ ⌐ ∆╢√╘⌐ ⌂ ≢№∫≡

⌐⅔™≡ ∆═⅝╙─⌐≈™≡─  

44  ─ ─ │ ⌐ 5 ( ⌐ 2 ⇔

╩ ⇔√ ⌐№∫≡│ ⌐⅔↑╢ 2 ─ ╩ ╗⁹

⌐⅔™≡│ 4 ) ⇔ 30 ╩

⇔ ⅛≈ ⌂ ╩ ↑√ ╩ ⇔≡∕─ ┘

⌐ ∆╢↓≤≤∆╢⁹√∞⇔ ⌐ ⇔≡│

─ ─ ╩ ≡ ─ ⅜ ╣√ ╩ →√≤ ╘╢ ⌐≈

™≡│ ⌐ 3 ( ─ ─ ≢

⌐ 2 ⇔ ╩ ⇔√ ⌐№∫≡│ ⌐

⅔↑╢ 2 ─ ╩ ╗⁹) ∆╣┌ ╡╢╙─≤∆╢⁹ 

2 ╩ 1 2 ≤⇔√ ╩ ⇔√ ┘ 1

√∞⇔ ─ ⌐╟╢ ╩╙∫≡ ╩ ⇔√ ─

( ╩ ↄ⁹)─ ─ │ ⌐ ⌐

-学則-25ｰ



⅔↑╢ ⌐ 3 ╩ ⅎ√ ⇔ 30 ╩ ⇔ ⅛≈

⌂ ╩ ↑√ ╩ ⇔≡∕─ ┘ ⌐

∆╢↓≤≤∆╢⁹√∞⇔ ⌐ ⇔≡│ ─ ─

╩ ≡ ─ ⅜ ╣√ ╩ →√≤ ╘╢ ⌐≈™≡│

⌐ 3 ( ⌐⅔↑╢ ╩ ╗⁹) ∆╣┌ ╡╢╙─≤

∆╢⁹ 

3 2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 16 2 ⅛╠ 8 ╕≢─ ⌐╟╡

┼─ ⌐ ⇔ ─ │ ╩ ∆╢ ≤ ─

⅜№╢≤ ╘╠╣√ ⅜ ⌐ ⇔√ ─ ─

─ │ ⌐ 3 ⇔ ⌐ ╘⅜№╢≤⅝│∕

─ ╩ ⇔ ⅛≈ ⌂ ╩ ↑√ ╩ ⇔≡∕

─ ┘ ⌐ ∆╢↓≤≤∆╢⁹√∞⇔ ⌐ ⇔≡│

─ ─ ╩ ≡ ─ ⅜ ╣√ ╩ →√≤

╘╢ ⌐≈™≡│ ⌐ 1 ∆╣┌ ╡╢╙─≤∆╢⁹ 

44 ─ 2 ─ ─ │ 2 ⇔

⅛≈ 45 ( ─ ⌂ ┘ ╣√ ╩ ∆╢ ⌐ ╢

⌂ ╩ ℮↓≤╩ ≤⇔≡ ( ( 15

3 31 16 ) 26 1 ⌐ ∆╢ ╩™℮⁹

∂⁹)∕─ ─ ≢ ℮ ⌐ ╢ 10 ╩ ╗⁹)≢

⅜ ╘╢ ╩ ∆╢↓≤≤∆╢⁹ 

2 ⅜ ≤ ╘╢≤⅝│ ⌐ ∆╢ ─

─ ≤⇔≡─ ─ ╩ ∆╢ ⌐≈™≡ 10 ╩ ⅎ⌂™

≢ ⌐ ∆╢ ⌐╟╡ ∆╢ ─ │ ╩ ∆╢

↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

3 1 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 36 2 ─ ⌐╟╡ ⌐ ∆╢

⌐ ⇔√ ( 15 ⌐ ∆╢ ╩ ⇔√ ⌐ ⇔√╙─⌐

╢⁹)╩ ⌐⅔™≡ ⇔√╙─≤╖⌂∆ ≢№∫≡ ─

⌐╟╡ ─ ╩ ⇔√≤ ╘╢≤⅝│ ∕─

⌐ ⇔√ ∕─ ╩ ⇔≡ 1 ╩ ⅎ⌂™ ≢ ⅜

╘╢ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢⁹√∞⇔ ↓─ ⌐⅔™≡

╙ ⌐ 1 ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

45  ─ ─ │ 3 ⇔

⅛≈ 93 ≢ ⅜ ╘╢ ╩ ∆╢↓≤≤

∆╢⁹√∞⇔ ⌐ ⇔≡│ ─ ⌐≈™≡ ↕╣

√ ⌐≈™≡│ 1 ╩ ⅎ⌂™ ≢ ─ ⌐ ∆╢

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╙─≤∆╢⁹ 
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2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ⌐⅔™≡ ≤↕

╣╢ ─ ⌂ ╩ ∆╢≤ ╘╠╣╢ ( ₈ ₉≤™

℮⁹)⌐≈™≡│ 30 ╩ ⅎ⌂™ ─ ╩ ⇔√╙─≤╖⌂⇔ 1

╩ ⅎ⌂™ ≢ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤⅜

≢⅝╢╙─≤∆╢⁹√∞⇔ 93 ╩ ⅎ╢ ─ ╩ ─ ≤∆╢

│ ∕─ ⅎ╢ ─ ⌐ ╡ 30 ╩ ⅎ≡ ⇔√╙─≤╖⌂

∆↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

3 ─ ⌐╟╡ ⌐≈™≡ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢

│ 35 1 ┘ 2 ┘⌐ 36 1 ─ ⌐╟╡ ⇔√

╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢ ≤ ╦∑≡ 30 ( 35 1 √∞⇔

┘ √∞⇔ ─ ⌐╟╡ 30 ╩ ⅎ≡ ⇔√╙─≤╖⌂∆

╩ ↄ⁹)╩ ⅎ⌂™╙─≤∆╢⁹ 

( ⌐⅔↑╢ ─ ) 

45 ─ 2 │ 36 1 ─ ⌐╟╡ ⌐ ∆╢

⌐ ⇔√ ( 102 1 ─ ⌐╟╡ ╩ ⇔√ ⇔

√╙─⌐ ╢⁹)╩ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐╟╡ ⇔√╙─≤

╖⌂∆ ≢№∫≡ ─ ⌐╟╡ ─ │

( ╩ ↄ⁹)─ ─ ╩ ⇔√≤ ╘╢≤⅝│

∕─ ⌐ ⇔√ ∕─ ╩ ⇔≡ 1 ╩ ⅎ⌂™ ≢

⅜ ╘╢ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓≤⅜≢⅝╢⁹√∞⇔ ↓─

⌐⅔™≡╙ ⌐≈™≡│ ⌐ ⌂ↄ≤╙ 1

∆╢╙─≤∆╢⁹ 

2 ─ │ ╩ ⇔√ ─ 44 1 ┘ 2 ⌐ ∆╢

⌐⅔↑╢ ( 1 ┘ 2 ─ ⌐╟╡ ⌐⅔

↑╢ ⌐ ╗ ⌐⅔↑╢ ╩ ↄ⁹)⌐≈™≡│ ⇔

⌂™⁹ 

( ─ ) 

46  │ ╩ ⇔√ ⌐ ⇔ↄ│ ─ │

╩ ∆╢⁹ 

2 ─ │ ─ ╩ ⌂™ ≢№∫≡╙ ╩

⇔≡∕─ ⌐ ⇔ ⅛≈ ⌐ ⇔√≤⅝⌐╙ ∆╢⁹ 

3 ┘ ─ ┘⌐ ─ ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘

╢⁹ 

( ) 

47  43 ┘ 44 ─ │ ╩ ≤⇔≡ ↓╣⌐

№╢ ⌐≈™≡ ℮╙─≤∆╢⁹ 
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48  ┘ ─ │ │ ─ ─

╩ ≡ ─ ⅜ ∆╢⁹ 

2 ─ │ ⅜ ╘╢⁹ 

7   

( ) 

49  ─ │ 535,800 ( ⌐№∫

≡│ 804,000 )≤∆╢⁹√∞⇔ 32 ⌐╟╡ ╩ ╘╠╣√ ⌐≈

™≡│ ╩ ╘╠╣√ ⌐⅔↑╢ ╡─ ⌐ ∆╢

⌐ ─ ╩ ∂≡ √ ╩ ─ ─ ≢ ⇔√

(∕─ ⌐ 10 ─ ⅜№╢≤⅝│ ↓╣╩ ╡ →√ )≤∆╢⁹ 

2 ⌐ ⇔≡│ ─ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

3 ╩ ⇔√ ⅜ ≤⇔≡ ≤⌂∫√≤⅝│

⇔√ ─ ⌐╟╡ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

4 2 ⌐ ╘╢╙──╒⅛ ⌐ ╘╢ ⌐╟╢

⌐ ⇔≡│ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

5 ⌐ ╘╢╙──╒⅛ ─ ⌐≈™≡│ 47

2 ⅛╠ 51 ╕≢─ ╩ ∆╢⁹ 

8   

( ) 

50  │ ─ │ ─ │ ─

≢ ⌐⅔™≡ ╩ ↑╢↓≤╩ ∆╢ ⅜№╢≤⅝│

─ │ ─ │ ≤─ ⌐ ≠⅝

≤⇔≡ ↑ ╣╢↓≤╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

( ─ ) 

51  ⌐ ╢ │ ( 16 4 1

10 ) 8 ⌐ ∆╢ ≤ ≤∆╢⁹√∞⇔ ─

≢№╢≤⅝ │ ─ ─™∏╣⅛⌐ ∆╢≤⅝│ ╩

⇔⌂™⁹ 

(1) │ ─ ≤─ ≢ ⇔√ ⌐⅔

™≡ ─ ⅜ ⌐ ≤↕╣≡™╢≤⅝⁹ 

(2) ─ ≤─ ≢ ⇔√ │

↓╣╠⌐ ∏╢╙─⌐⅔™≡ ─ ⅜ ⌐ ≤↕╣≡

™╢≤⅝⁹ 

2 │ ⌐ ∆╢ ╩ ╩ ↑╟℮≤∆╢ ⌐

∂ 6 ∏≈( ╩ ↑╟℮≤∆╢ ⅜ 6 ─≤⅝│∕─ )

─ ╕≢⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

3 ─ │ ⇔⌂™⁹ 
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4 ⌐ ╢ ┘ │ ⇔⌂™⁹ 

( ─ ) 

52  ↓─ ⌐ ╘╢╙──╒⅛ ⌐│ ─ ⌐

∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

9  ┘  

( ) 

53  ─ ─ ≢ ⌐⅔™≡ ─ ⌐≈™

≡ ∆╢↓≤╩ ∆╢╙─⅜№╢≤⅝│ ⌐ ─⌂™ ⌐

╡ ─ ≤⇔≡ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

( ) 

54  ─ ─ ≢ ⌐⅔™≡ │ ─

╩ ∆╢↓≤╩ ∆╢╙─⅜№╢≤⅝│ ⌐ ─⌂™

⌐ ╡ ─ ≤⇔≡ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

( ) 

54 ─ 2 ─ ─ ≢ ─ ─ ─ ≤⇔≡

⅜ ∆╢ ╩ ↑╢↓≤╩ ∆╢╙─⅜№╢≤⅝│ ⌐

─⌂™ ⌐ ╡ ─ ≤⇔≡ ╩ ∆╢

↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 ─ ≤│ ─ ⌐ →╢╙─≤∆╢⁹ 

(1) ─ │ ( ─ ╩ ╗⁹) 

(2) ─ │ ─ ╩ ∆╢╙─≤⇔≡ ─

⌐⅔™≡ ↑╠╣√ ≢№∫≡ ⅜ ⌐

∆╢╙─ 

(3) ( ⌐ ∆╢ ≤ ≤─ ─

─ ⌐ ℮ ( 51 72 ) 1 2 ⌐ ∆╢ 1

972 12 11 ─ ⌐ ≠⅝ ↕╣√╙─╩™℮⁹) 

3 ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

( ) 

54 ─ 3 ╩ ⇔√ ≢ ⅝

⅝ ⌐⅔™≡ ╩∆╢↓≤╩ ∆╢

╙─⅜№╢≤⅝│ ⌐ ─⌂™ ⌐ ╡ ≤⇔≡

↑ ╣╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 ⌐ ⇔ ⌂ │ ⅜ ╘╢⁹ 

( ⱪ꜡◓ꜝⱶ) 
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54 ─ 4 ─ ─ ╩ ⅛⇔ ┼─ ─ ╩

⌐ ∆╢√╘ ⌐ 105 ⌐ ∆╢ ─ ≤⇔≡

ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

2 ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ⇔ ⌂ │ ⌐ ╘╢⁹ 

10   

( ) 

55  ⌐⅔↑╢ │ │ ⅜ ∆╢⁹√∞⇔

⅜№╢≤⅝│ │ ⌐ │ ↕∑╢↓≤⅜№╢⁹ 

2 ⌐⅔↑╢ │ ⅜ ∆╢⁹√∞⇔ ⅜№╢≤⅝│

│ ⌐ │ ↕∑╢↓≤⅜№╢⁹ 

3 1 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ⌐⅔↑╢

│ ⅜ ∆╢⁹√∞⇔ ⅜№╢≤⅝│ │ ⌐

│ ↕∑╢↓≤⅜№╢⁹ 

11   

( ) 

55 ─ 2 ⌐⅔↑╢ ( ╩ ↑╢

≤ ⇔≡ ╩ ∆╢ ─ ╩™℮⁹ ∂⁹)≤ ⇔

√ ( ₈ ₉≤™℮⁹)⌐≈™≡│ ⌐⅔

™≡ ╘╢⁹ 

( ⌐ ╢ ─ ) 

55 ─ 3 ╩ ↑╢ │ ⅜ ⌐⅔™≡

⇔√ ⌐ ╢ ⌐≈™≡ ⇔√ ╩

⌐ ╢ ─ ⌐╟╡ ⇔√╙─≤╖⌂∆╙─≤∆

╢⁹ 

2 ╩ ↑╢ │ ⅜ ⌐⅔™≡ ↑√

⌐ ╢ ╩ ⌐ ╢╙─≤╖⌂∆

╙─≤∆╢⁹ 

( ⌐ ╢ ) 

55 ─ 4 ≢№╢ ─ ─ │ 43 1

┘ 2 ⌐ ╘╢╙──╒⅛ ╩ ↑╢ ⌐⅔™≡

⌐ ╢ ─ ⌐╟╡ 15 ╩ ∆╢≤≤╙⌐

∕╣∙╣─ ⌐⅔™≡ ⌐ ╢ ─

⌐╟╡ 10 ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

2 ─ ⌐╟╡ ╩ ↑╢ ┘∕╣∙╣─

⌐⅔™≡ ⌐ ╢ ─ ⌐╟╡ ∆╢ ⌐

│ 35 36 │ 1  ─ ⌐╟╡ ⇔√╙─≤╖⌂∆↓

≤⅜≢⅝ │╖⌂∆╙─≤∆╢ ╩ ╕⌂™╙─≤∆╢⁹√∞⇔ 36
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─ ⌐╟╡ ⇔√╙─≤╖⌂∆ ⌐≈™≡ ╩

⇔ ┘ ∆╢√╘⌐ ⌐ ≤ ╘╠╣╢ │ ↓─ ╡≢⌂™⁹ 

( ─ ─ ) 

55 ─ 5 ─ ─℮∟ ╩ⱱכⱶ ≤∆╢

─ ⌐⅔↑╢ ┘ ⌐≈™≡│ 18 1

21 ┘ 49 1 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ ⇔⌂™⁹ 

(∕─ ) 

55 ─ 6 ↓─ ⌐ ╘╢╙──╒⅛ ⌐ ╢ ─ ⌐

→╢ ⌐≈™≡│ ≤ ─ ⌐ ╘╢⁹ 

(1) ─ ⌐ ∆╢  

(2) ─ ⌐ ∆╢  

(3) ─ ┘ ─ ⌐ ∆╢  

(4) ─ ─ ┘ ⌐ ∆╢  

(5) ─ ┘ ⌐ ∆╢  

(6) ─ ─ ⌐ ∆╢  

(7) ∕─ ⌐ ∆╢  

12   

( ) 

56  ─ │ ╩ ⇔√≤⅝│ ⌐ ∆╢╙

─≤∆╢⁹ 

2 ↓─ ⌐ ╘╢╙──╒⅛ ─ ─ ⌐ ⇔ ⌂ │

─ ╩ ∆╢⁹ 

57  ╩↓─ ⌐ ∆╢ │ ₈ ₉≤№╢─│₈

─ ₉≤ ╖ ⅎ╢╙─≤∆╢⁹ 

  

1 ↓─ │ 20 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

2 ─ │ 4 ┘ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏

20 3 31 ⌐ ⌐ ∆╢ ⅜ ⌐ ⇔⌂ↄ⌂╢ ╕

≢─ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 ( 20 12 16 171 ) 

↓─ │ 20 12 16 ⅛╠ ∆╢⁹ 

 ( 21 3 31 15 ) 

1 ↓─ │ 21 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 
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2 ─ ┘ ─ ┘⌐

─ │ ↓─ ⌐╟╢ ─ ─ ⌐

⅛⅛╦╠∏ 21 ⌐№∫≡│ ─ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

  

│

 

 

  
12 

   138 

   2,130 

 ( 22 3 31 13 ) 

1 ↓─ │ 22 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

2 21 ⌐ ⇔√ ─ ─ ⌐≈™≡│ ↓─

⌐╟╢ ─ ( ₈ ₉≤™℮⁹) 30 ─

⌐⅛⅛╦╠∏ ⌂⅔ ─ ⌐╟╢⁹ 

3 ↓─ ⌐╟╢ ─ ( ₈ ₉≤™℮⁹) 4

⌐ ∆╢ ─ │ 4 ┘ ─ ⌐⅛⅛╦

╠∏ 22 3 31 ⌐ ⌐ ∆╢ ⅜ ⌐ ⇔⌂ↄ⌂

╢ ╕≢─ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

4 ─ ┘ ─ ┘⌐ ─ │

─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 22 ┘ 23 ⌐№∫≡│ ─

─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

 

 │

 

│

 

  

22  
22

 

23

 

 

◦☻♥ⱶ

 
24 22 11 

◦☻♥ⱶ

 
36 34 17 

◦☻♥ⱶ

 
43 42 21 

◦☻♥ⱶ

 
69 47 37 

 30 10 20 

◦☻♥ⱶ◘▬ⱣⱠ♥ 34 11 22 
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▫◒☻  

 64 39 39 

 24 8 16 

 26 9 18 

 
20 7 14 

ה ◦☻♥ⱶ

 
20 7 14 

 21 7 14 

 411 243 243 

   2,176 1,612 1,612 

5 ─ ┘ ─ ┘⌐

─ │ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 22 ⌐№∫≡

│ ─ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

  │  

 

  43 

 20 

 127 

   2,176 

6 ─ ┘ ─ ┘⌐ ─ │

─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 22 ┘ 23 ⌐№∫≡│

─ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

  │  

 

22  23  

  168 156 

 168 156 

   2,176 2,210 
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─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 23 ┘ 24 ⌐№∫≡│ ─ ─

≤⅔╡≤∆╢⁹ 

    

 │  



  

 
12 4 8  

 18 3 6  

 34 15 30  

 
12    

 76 119 238 357 

 2,188 1,603 1,590 1,573 

 ( 24 5 15 101 ) 

↓─ │ 24 5 15 ⅛╠ ∆╢⁹√∞⇔ 25 2 ─

┘ 25 ─ ⌐ 1 ╩ ⅎ╢ │ 24 10 1 ⅛╠

∆╢⁹ 

 ( 24 6 19 111 ) 

↓─ │ 25 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

 ( 27 3 31 51 ) 

1 ↓─ │ 27 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

2 ─ ┘ ─ ┘⌐ ─ │

↓─ ⌐╟╢ ─ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 2

7 ┘ 28 ⌐№∫≡│ ─ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

    

 │  

  

 27   28  

  
   132  120 

   132  120 

   2,166  2,154 

 ( 28 3 31 52 ) 

1 ↓─ │ 28 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

2 ↓─ ⌐╟╢ ─ 4 ⌐ ∆╢

─ ┘ ╩ ↄ │ ↓─ ⌐╟╢ ─

( ₈ )≤™℮⁹₉ 4 ┘ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏

28 3 31 ⌐ ⌐ ∆╢ ⅜ ⌐ ⇔⌂ↄ⌂╢ ╕

≢─ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 
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3 ─ ┘ ─ ┘⌐ ─ │

─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 28 ┘ 29 ⌐№∫≡│

─ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

  │

 

│

 

  

28  
28

 

29

 

 

 19   

 
5   

 
35   

 
34   

 
25   

 29   

 
5   

  18 9 

 
 44 22 

 
 36 18 

 20   

 
20   

 
80   

 
14   

 
5   

 
 49 98 

 329     

 2,153     
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4 ─ ┘ ─ ┘⌐ ─ │

─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 28 ┘ 29 ⌐№∫≡│

─ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

  │  

 

28  29  

  104 76 

 104 76 

 2,153 2,140 

 ( 28 7 19 174 ) 

1 ↓─ │ 28 7 19 ⅛╠ ∆╢⁹ 

2 ↓─ ⌐╟╢ ─ ( ₈ ₉≤™℮⁹) 15

┘ 17 ─ │ 28 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

3 18 ─ 2─ │ 28 4 14 ⅛╠ ∆╢⁹ 

 ( 28 10 18 226 ) 

↓─ │ 28 10 18 ⅛╠ ∆╢⁹ 

 ( 29 2 21 7 ) 

↓─ │ 29 2 21 ⅛╠ ∆╢⁹ 

 ( 30 3 14 17 ) 

↓─ │ 30 3 14 ⅛╠ ∆╢⁹ 

 ( 31 3 29 28 ) 

1 ↓─ │ 31 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

2 ↓─ ⌐╟╢ ─ 4 ⌐ ∆╢ ─

─

─ ┘ ─ │

↓─ ⌐╟╢ ─ ( ₈ ₉≤™℮⁹) 4

┘ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 31 3 31 ⌐ ⌐ ∆╢ ⅜

⌐ ⇔⌂ↄ⌂╢ ╕≢─ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

3 ─ ─

─

─ ─ ─

─ ┘ ─ ┘⌐ ─
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│ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 31 32 ┘

33 ⌐№∫≡│ ─ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

  

│  

│

 

  

31  
31

 

32

 

33

 

 

 110 57 54   

 110 57 54   

  24 24 12   

 
23 22 11   

 217 166 143   

 
 

24 22 11   

 104 79 68   

 

  291 194 97 

 
12 8 4   

 18 6 3   

 34 30 15   

 12    

 76 335 216 97 

  
30 24 12   

 
24 24 12   

 
19 18 9   

 73 66 33   

  
170 70 140   

 170 70 140   

 

  97 194 291 

 
76 25 50   

 76 122 244 366 

   2,140 1,570 1,573   
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 ( 2 3 25 48 ) 

1 ↓─ │ 2 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

2 ↓─ ⌐╟╢ ─ 4 ⌐ ∆╢

─ ─ ─

─ ─ ─

─ ─ ┘ ─ │

↓─ ⌐╟╢ ─ ( ₈ ₉≤™℮⁹) 4

┘ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 2 3 31 ⌐ ⌐ ∆╢ ⅜

⌐ ⇔⌂ↄ⌂╢ ╕≢─ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

3 ─ ─ ─

─ ─

─ ─ ─ ─

─ ─

┘ ─ ┘⌐ ─ │

─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 2 ┘ 3 ⌐№∫≡│ ─ ─≤⅔╡

≤∆╢⁹ 

  

│  

│

 

  

2  3  
2

 

3

 

 

 50   37 17 

 50   37 17 

  64   64 32 

 64   64 32 

  20     

 20     

 80     

 14     

 14     

 19     

 5     

    98 49 

 172   98 49 

 

◦☻♥ⱶ  24   10 5 

◦☻♥ⱶ

 
28   16 8 
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ⱴⱠ☺ⱷfi♩  28   28 14 

 80   54 27 

  22   22 11 

 30   26 13 



 449   128 256 

 2,253   1,535 1,500 

 ( 2 7 21 186 ) 

↓─ │ 2 7 21 ⅛╠ ∆╢⁹ 

 ( 2 9 15 198 ) 

1 ↓─ │ 2 10 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

2 ─ ♠כꜝ◓ה ◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫

─ ⱪ♠▫ⱥ▬ꜝה ◘☻

♥▬♫ⱦꜞ♥▫ ┘ ─ ┘⌐ ─ │

↓─ ⌐╟╢ ─ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 2

┘ 3 ⌐№∫≡│ ─ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

  

│  

 

2  3  

 

♠כꜝ◓ה ◘

☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫  
2   

 472 944 

 

ⱪ♠▫ⱥ▬ꜝה

◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫  
2   

 451   

 2,257   

 ( 3 9 21 99 ) 

1 ↓─ │ 3 10 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 

2 3 4 1 ⌐ ⇔√ ─ ─ ─ ⌐≈™≡│

↓─ ⌐╟╢ ─ 31 ─ 2 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏

⌂⅔ ─ ⌐╟╢⁹ 

 ( 4 1 18 10 ) 

↓─ │ 4 1 18 ⅛╠ ∆╢⁹ 

  

1 ↓─ │ 5 4 1 ⅛╠ ∆╢⁹ 
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2 ☻ⱴכ♩♁◘▬◄♥▫ ─ │ ↓─ ⌐╟╢

─ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏ 5 ┘ 6 ⌐

№∫≡│ ─ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

  

│  

│

 

  

5  5  6  

  

514 

ₒ15ₓ 

255 

ₒ3ₓ 

255 

ₒ6ₓ 

 
964 

ₒ15ₓ 

405 

ₒ3ₓ 

405 

ₒ6ₓ 

 

 

898 

ₒ13ₓ 

384 

ₒ7ₓ 

384 

ₒ14ₓ 

 
902 

ₒ13ₓ 

384 

ₒ7ₓ 

384 

ₒ14ₓ 

  

340 

ₒ6ₓ 

210 

ₒ6ₓ 

210 

ₒ12ₓ 

 
340 

ₒ6ₓ 

210 

ₒ6ₓ 

210 

ₒ12ₓ 

 

 

152 

ₒ2ₓ 

75 

ₒ1ₓ 

75 

ₒ2ₓ 

 
152 

ₒ2ₓ 

463 

ₒ1ₓ 

463 

ₒ2ₓ 

☻ⱴכ♩♁◘▬◄

♥▫

 

 (36) (17) (34) 

 

 

( 5 ) 

 

  

│  

│

 

  

  

 
 

257 

ₒ15ₓ 

514 

ₒ30ₓ 

85 

ₒ3ₓ 

255 

ₒ9ₓ 
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（５）広島大学大学院規則の変更事項 

 

1 変更の事由 

広島大学に，大学院スマートソサイエティ実践科学研究院を設置することとするた

め。 

 

 

2 変更の概要 

大学院スマートソサイエティ実践科学研究院の設置に伴う本学大学院の研究科等連

係課程実施基本組織に置く課程及び収容定員その他所要の規定の整備を行う。 
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（６）広島大学大学院規則（改正案）新旧対照表 
 

改正前 改正後 
 
 (略) 
 

(課程及び専攻等) 
第4条 本学大学院の各研究科に，次の課程及び専攻

を置く。 
 

人間社会科学研究科(博士課程) 
  人文社会科学専攻 
  教育科学専攻 
  教職開発専攻(専門職学位課程) 
  実務法学専攻(専門職学位課程) 
  広島大学・グラーツ大学国際連携サステイナビ

リティ学専攻(修士課程) 
先進理工系科学研究科(博士課程) 

  先進理工系科学専攻 
  広島大学・ライプツィヒ大学国際連携サステイ

ナビリティ学専攻(修士課程) 
統合生命科学研究科(博士課程) 

  統合生命科学専攻 
医系科学研究科(博士課程) 

  医歯薬学専攻 
  総合健康科学専攻 
 
2 前項の人間社会科学研究科広島大学・グラーツ大

学国際連携サステイナビリティ学専攻及び先進理

工系科学研究科広島大学・ライプツィヒ大学国際

連携サステイナビリティ学専攻は，大学院設置基

準(昭和49年文部省令第28号)第35条に規定する国

際連携専攻(以下「国際連携専攻」という。)とする。 
(収容定員) 

第5条 本学大学院の収容定員は，別表のとおりとす

る。 
(修士課程及び博士課程前期の標準修業年限) 

第6条 修士課程及び博士課程前期の標準修業年限

は，2年とする。ただし，教育研究上の必要がある

と認められる場合は，各研究科の定めるところに

より，専攻又は学生の履修上の区分に応じ，標準

修業年限は，2年を超えるものとすることができ

る。 
 
2 前項の規定にかかわらず，主として実務の経験を

有する者に対して教育を行う場合であって，教育

研究上の必要があり，かつ，昼間と併せて夜間そ

の他特定の時間又は時期において授業又は研究指

導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じ

ないときは，各研究科の定めるところにより，標

準修業年限を1年以上2年未満の期間とすることが

できる。 
 

 
 (略) 
 

(課程及び専攻等) 
第4条 本学大学院の各研究科に課程及び専攻を，研

究科等連係課程実施基本組織に課程を次のとおり

置く。 
人間社会科学研究科(博士課程) 

  人文社会科学専攻 
  教育科学専攻 
  教職開発専攻(専門職学位課程) 
  実務法学専攻(専門職学位課程) 
  広島大学・グラーツ大学国際連携サステイナビ

リティ学専攻(修士課程) 
先進理工系科学研究科(博士課程) 

  先進理工系科学専攻 
  広島大学・ライプツィヒ大学国際連携サステイ

ナビリティ学専攻(修士課程) 
統合生命科学研究科(博士課程) 

  統合生命科学専攻 
医系科学研究科(博士課程) 

  医歯薬学専攻 
  総合健康科学専攻 

スマートソサイエティ実践科学研究院(博士課程) 
2 同左 
 
 
 
 
 

(収容定員) 
第5条 同左 
 

(修士課程及び博士課程前期の標準修業年限) 
第6条 修士課程及び博士課程前期の標準修業年限

は，2年とする。ただし，教育研究上の必要がある

と認められる場合は，研究科又は研究科等連係課

程実施基本組織(以下「研究科等」という。)の定め

るところにより，専攻又は学生の履修上の区分に

応じ，標準修業年限は，2年を超えるものとするこ

とができる。 
2 前項の規定にかかわらず，主として実務の経験を

有する者に対して教育を行う場合であって，教育

研究上の必要があり，かつ，昼間と併せて夜間そ

の他特定の時間又は時期において授業又は研究指

導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じ

ないときは，研究科等の定めるところにより，標

準修業年限を1年以上2年未満の期間とすることが

できる。 
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 (略) 
 

(在学年限) 
第10条 本学大学院における同一研究科に在学し得

る年限は，修士課程若しくは博士課程前期又は人

間社会科学研究科教職開発専攻は4年(2年以外の

標準修業年限を定める専攻又は学生の履修上の区

分にあっては，当該標準修業年限の2倍の年数)，博

士課程後期及び人間社会科学研究科実務法学専攻

は6年，医系科学研究科医歯薬学専攻は8年とする。 
 
 (略) 
 

(合格者の決定) 
第20条 入学を許可すべき者は，各研究科の教授会

の議を経て，学長が決定する。 
 
 (略) 
 

第3章 教育課程 
(教育課程の編成及び履修方法等) 

第25条 本学大学院の教育課程は，教育研究上の目

的を達成するために必要な授業科目を開設し，体

系的に編成するものとする。 
2 授業科目は，各研究科の学生が共通に履修する授

業科目(次項において「大学院共通科目」という。)
及び本学大学院各研究科の授業科目に区分する。 

3 大学院共通科目に関し必要な事項は，別に定め

る。 
4 本学大学院各研究科の授業科目及びその履修方

法は，各研究科細則において定める。 
 
 
5 第2項に定めるもののほか，本学大学院の授業科

目のうち，全ての研究科の学生がスキル向上を目

的として履修できる授業科目(次条に定める卓越大

学院プログラム又は第25条の3に定める博士課程

リーダー育成プログラムを履修する学生に限り履

修できるものを除く。)については，別に定める。 
 
 (略) 
 

(研究指導) 
第27条 本学大学院の学生(専門職学位課程の学生

を除く。)は，その在学期間中に，それぞれの専攻

において定められた授業科目を履修し，修了に必

要な単位を修得し，かつ，学位論文の作成等に対

する指導(以下「研究指導」という。)を受けなけれ

ばならない。ただし，第16条第2号から第8号まで

の規定により，大学院への入学資格に関し修士の

学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力

があると認められた者が，博士課程後期に入学し

た場合の授業科目の履修及び単位の修得について

 (略) 
 

(在学年限) 
第10条 本学大学院における同一研究科等に在学し

得る年限は，修士課程若しくは博士課程前期又は

人間社会科学研究科教職開発専攻は4年(2年以外の

標準修業年限を定める専攻又は学生の履修上の区

分にあっては，当該標準修業年限の2倍の年数)，博

士課程後期及び人間社会科学研究科実務法学専攻

は6年，医系科学研究科医歯薬学専攻は8年とする。 
 
 (略) 
 

(合格者の決定) 
第20条 入学を許可すべき者は，研究科等の教授会

の議を経て，学長が決定する。 
 
 (略) 
 

第3章 教育課程 
(教育課程の編成及び履修方法等) 

第25条 同左 
 
 
2 授業科目は，研究科等の学生が共通に履修する授

業科目(次項において「大学院共通科目」という。)
及び本学大学院研究科等の授業科目に区分する。 

3 同左 
 
4 本学大学院研究科等の授業科目及びその履修方

法は，研究科細則又は研究科等連係課程実施基本

組織細則(以下「研究科等細則」という。)において

定める。 
5 第2項に定めるもののほか，本学大学院の授業科

目のうち，全ての研究科等の学生がスキル向上を

目的として履修できる授業科目(次条に定める卓越

大学院プログラム又は第25条の3に定める博士課

程リーダー育成プログラムを履修する学生に限り

履修できるものを除く。)については，別に定める。 
 
 (略) 
 

(研究指導) 
第27条 本学大学院の学生(専門職学位課程の学生を

除く。)は，その在学期間中に，それぞれの専攻又

は研究科等連係課程実施基本組織において定めら

れた授業科目を履修し，修了に必要な単位を修得

し，かつ，学位論文の作成等に対する指導(以下「研

究指導」という。)を受けなければならない。ただ

し，第16条第2号から第8号までの規定により，大

学院への入学資格に関し修士の学位又は専門職学

位を有する者と同等以上の学力があると認められ

た者が，博士課程後期に入学した場合の授業科目
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は，この限りでない。 
 
2 各研究科は，教育上有益と認めるときは，あらか

じめ他の大学院若しくは研究所等又は外国の大学

院等と協議の上，学生(専門職学位課程の学生を除

く。)が，当該他の大学院若しくは研究所等におい

て，又は休学することなく当該外国の大学院等に

留学し，必要な研究指導(第55条の2に規定する国

際連携教育課程を編成する専攻の学生が当該国際

連携教育課程を編成する大学院において受けるも

のを除く。以下この項において同じ。)を受けるこ

とを認めることができる。ただし，修士課程及び

博士課程前期の学生について認める場合は，当該

研究指導を受ける期間は，1年を超えないものとす

る。 
 
 (略) 
 
第31条の2 各研究科は，博士課程前期の学生が各年

次にわたって適切に授業科目を履修するため，修

了の要件として学生が修得すべき単位数につい

て，学生が1年間又は1学期に履修科目として登録

することのできる単位数の上限を定めることがで

きる。 
2 各研究科は，所定の単位を優れた成績をもって修

得した博士課程前期の学生については，次学期に

単位数の上限を超えて履修科目の登録を認めるこ

とができる。 
(長期にわたる教育課程の履修) 

第32条 学生が，職業を有している等の事情により，

標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的

に教育課程を履修し課程を修了することを希望す

る旨を申し出たときは，当該研究科において支障

のない場合に限り，その計画的な履修(以下「長期

履修」という。)を認めることができる。 
2 長期履修の取扱いに関し必要な事項は，別に定め

る。 
 
 (略) 
 

(学生交流及び留学等) 
第35条 研究科が教育上有益と認めるときは，他の

大学院(外国の大学院及び国際連合大学を含む。)
の教育課程において履修した授業科目について修

得した単位を，当該研究科の教授会の議を経て，

15単位(人間社会科学研究科教職開発専攻にあっ

ては修了要件として定める単位数の2分の1を超え

ない範囲とする。人間社会科学研究科実務法学専

攻にあっては30単位とする。ただし，93単位を超

える単位の修得を人間社会科学研究科実務法学専

攻の修了の要件とする場合は，その超える部分の

単位数に限り30単位を超えて修得したものとみな

すことができる。)を超えない範囲で本学大学院に

の履修及び単位の修得については，この限りでな

い。 
2 研究科等は，教育上有益と認めるときは，あらか

じめ他の大学院若しくは研究所等又は外国の大学

院等と協議の上，学生(専門職学位課程の学生を除

く。)が，当該他の大学院若しくは研究所等におい

て，又は休学することなく当該外国の大学院等に

留学し，必要な研究指導(第55条の2に規定する国

際連携教育課程を編成する専攻の学生が当該国際

連携教育課程を編成する大学院において受けるも

のを除く。以下この項において同じ。)を受けるこ

とを認めることができる。ただし，修士課程及び

博士課程前期の学生について認める場合は，当該

研究指導を受ける期間は，1年を超えないものとす

る。 
 
 (略) 
 
第31条の2 研究科等は，博士課程前期の学生が各年

次にわたって適切に授業科目を履修するため，修

了の要件として学生が修得すべき単位数につい

て，学生が1年間又は1学期に履修科目として登録

することのできる単位数の上限を定めることがで

きる。 
2 研究科等は，所定の単位を優れた成績をもって修

得した博士課程前期の学生については，次学期に

単位数の上限を超えて履修科目の登録を認めるこ

とができる。 
(長期にわたる教育課程の履修) 

第32条 学生が，職業を有している等の事情により，

標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的

に教育課程を履修し課程を修了することを希望す

る旨を申し出たときは，当該研究科等において支

障のない場合に限り，その計画的な履修(以下「長

期履修」という。)を認めることができる。 
2 同左 
 
 
 (略) 
 

(学生交流及び留学等) 
第35条 研究科等が教育上有益と認めるときは，他

の大学院(外国の大学院及び国際連合大学を含む。)
の教育課程において履修した授業科目について修

得した単位を，当該研究科等の教授会の議を経て，

15単位(人間社会科学研究科教職開発専攻にあっ

ては修了要件として定める単位数の2分の1を超え

ない範囲とする。人間社会科学研究科実務法学専

攻にあっては30単位とする。ただし，93単位を超

える単位の修得を人間社会科学研究科実務法学専

攻の修了の要件とする場合は，その超える部分の

単位数に限り30単位を超えて修得したものとみな

すことができる。)を超えない範囲で本学大学院に
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は，大学院に2年(2年以外の標準修業年限を定める

研究科，専攻又は学生の履修上の区分にあっては，

当該標準修業年限)以上在学し，30単位以上を修得

し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士論文

を在学期間中に提出してその審査及び最終試験に

合格することとする。ただし，在学期間に関して

は，当該研究科の教授会の議を経て研究科長が優

れた業績を上げたと認める者については，大学院

に1年以上在学すれば足りるものとする。 
 
2 前項の場合において，当該研究科の教授会の議を

経て研究科長がその修士課程及び博士課程前期の

目的に応じ適当と認めるときは，特定の課題につ

いての研究の成果の審査をもって修士論文の審査

に代えることができる。 
3 博士課程前期については，当該博士課程の目的を

達成するために必要と認められる場合には，前2項
に規定する修士論文又は特定の課題についての研

究の成果の審査及び試験に合格することに代え

て，当該研究科が行う次に掲げる試験及び審査に

合格することとすることができる。 
(1) 専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力

並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的素

養であって当該博士課程前期において修得し，

又は涵養すべきものについての試験 
(2) 博士論文に係る研究を主体的に遂行するため

に必要な能力であって当該博士課程前期におい

て修得すべきものについての審査 
第44条 博士課程の修了の要件は，大学院に5年(修

士課程に2年以上在学し，当該課程を修了した者に

あっては，当該課程における2年の在学期間を含

む。医系科学研究科医歯薬学専攻においては4年)
以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な

研究指導を受けた上，博士論文を提出してその審

査及び最終試験に合格することとする。ただし，

在学期間に関しては，当該研究科の教授会の議を

経て研究科長が優れた研究業績を上げたと認める

者については，大学院に3年(医系科学研究科医歯薬

学専攻以外の博士課程の学生で修士課程に2年以

上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当

該課程における2年の在学期間を含む。)以上在学す

れば足りるものとする。 
2 標準修業年限を1年以上2年未満とした修士課程

を修了した者及び前条第1項ただし書の規定によ

る在学期間をもって修士課程を修了した者の博士

課程(医系科学研究科医歯薬学専攻を除く。)の修了

の要件は，大学院に修士課程における在学期間に3
年を加えた期間以上在学し，30単位以上を修得し，

かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文を提

出してその審査及び最終試験に合格することとす

る。ただし，在学期間に関しては，当該研究科の

教授会の議を経て研究科長が優れた研究業績を上

げたと認める者については，大学院に3年(修士課程

は，大学院に2年(2年以外の標準修業年限を定める

研究科等，専攻又は学生の履修上の区分にあって

は，当該標準修業年限)以上在学し，30単位以上を

修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士

論文を在学期間中に提出してその審査及び最終試

験に合格することとする。ただし，在学期間に関

しては，当該研究科等の教授会の議を経て研究科

等の長が優れた業績を上げたと認める者について

は，大学院に1年以上在学すれば足りるものとす

る。 
2 前項の場合において，当該研究科等の教授会の議

を経て研究科等の長がその修士課程及び博士課程

前期の目的に応じ適当と認めるときは，特定の課

題についての研究の成果の審査をもって修士論文

の審査に代えることができる。 
3 博士課程前期については，当該博士課程の目的を

達成するために必要と認められる場合には，前2項
に規定する修士論文又は特定の課題についての研

究の成果の審査及び試験に合格することに代え

て，当該研究科等が行う次に掲げる試験及び審査

に合格することとすることができる。 
(1) 同左 
 
 
 
(2) 〃 
 
 

第44条 博士課程の修了の要件は，大学院に5年(修
士課程に2年以上在学し，当該課程を修了した者に

あっては，当該課程における2年の在学期間を含

む。医系科学研究科医歯薬学専攻においては4年)
以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な

研究指導を受けた上，博士論文を提出してその審

査及び最終試験に合格することとする。ただし，

在学期間に関しては，当該研究科等の教授会の議

を経て研究科等の長が優れた研究業績を上げたと

認める者については，大学院に3年(医系科学研究科

医歯薬学専攻以外の博士課程の学生で修士課程に

2年以上在学し，当該課程を修了した者にあって

は，当該課程における2年の在学期間を含む。)以上

在学すれば足りるものとする。 
2 標準修業年限を1年以上2年未満とした修士課程

を修了した者及び前条第1項ただし書の規定によ

る在学期間をもって修士課程を修了した者の博士

課程(医系科学研究科医歯薬学専攻を除く。)の修了

の要件は，大学院に修士課程における在学期間に3
年を加えた期間以上在学し，30単位以上を修得し，

かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文を提

出してその審査及び最終試験に合格することとす

る。ただし，在学期間に関しては，当該研究科等

の教授会の議を経て研究科等の長が優れた研究業

績を上げたと認める者については，大学院に3年(修
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における在学期間を含む。)以上在学すれば足りる

ものとする。 
3 前2項の規定にかかわらず，第16条第2号から第8

号までの規定により，大学院への入学資格に関し

修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上

の学力があると認められた者が，博士課程後期に

入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院

に3年以上在学し，当該研究科に定めがあるときは

その単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受け

た上，博士論文を提出してその審査及び最終試験

に合格することとする。ただし，在学期間に関し

ては，当該研究科の教授会の議を経て研究科長が

優れた研究業績を上げたと認める者については，

大学院に1年以上在学すれば足りるものとする。 
 
 
 (略) 
 

(大学院における在学期間の短縮) 
第45条の2 研究科は，第36条第1項の規定により本

学大学院に入学する前に修得した単位(法第102条
第1項の規定により入学資格を有した後，修得した

ものに限る。)を本学大学院における授業科目の履

修により修得したものとみなす場合であって，当

該単位の修得により本学大学院の修士課程又は博

士課程(博士課程後期を除く。)の教育課程の一部を

履修したと認めるときは，当該単位数，その修得

に要した期間その他を勘案して1年を超えない範

囲で当該研究科が定める期間在学したものとみな

すことができる。ただし，この場合においても，

修士課程については，当該課程に少なくとも1年以

上在学するものとする。 
2 前項の規定は，修士課程を修了した者の第44条第

1項及び第2項に規定する博士課程における在学期

間(同条第1項及び第2項の規定により博士課程に

おける在学期間に含む修士課程における在学期間

を除く。)については，適用しない。 
 
 (略) 
 
第48条 学位論文及び最終試験の合格又は不合格

は，当該研究科の教授会の審査を経て，研究科長

が決定する。 
2 審査決定の方法は，各研究科が定める。 
 
 (略) 
 

第8章 特別研究学生 
(特別研究学生) 

第50条 各研究科は，他の大学院又は外国の大学院

等又は国際連合大学の学生で，本学大学院におい

て研究指導を受けることを志願する者があるとき

は，当該他の大学院又は外国の大学院等又は国際

士課程における在学期間を含む。)以上在学すれば

足りるものとする。 
3 前2項の規定にかかわらず，第16条第2号から第8

号までの規定により，大学院への入学資格に関し

修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上

の学力があると認められた者が，博士課程後期に

入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院

に3年以上在学し，当該研究科等に定めがあるとき

はその単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受

けた上，博士論文を提出してその審査及び最終試

験に合格することとする。ただし，在学期間に関

しては，当該研究科等の教授会の議を経て研究科

等の長が優れた研究業績を上げたと認める者につ

いては，大学院に1年以上在学すれば足りるものと

する。 
 
 (略) 
 

(大学院における在学期間の短縮) 
第45条の2 研究科等は，第36条第1項の規定により

本学大学院に入学する前に修得した単位(法第102
条第1項の規定により入学資格を有した後，修得し

たものに限る。)を本学大学院における授業科目の

履修により修得したものとみなす場合であって，

当該単位の修得により本学大学院の修士課程又は

博士課程(博士課程後期を除く。)の教育課程の一部

を履修したと認めるときは，当該単位数，その修

得に要した期間その他を勘案して1年を超えない

範囲で当該研究科等が定める期間在学したものと

みなすことができる。ただし，この場合において

も，修士課程については，当該課程に少なくとも1
年以上在学するものとする。 

2 同左 
 
 
 
 
 
 (略) 
 
第48条 学位論文及び最終試験の合格又は不合格

は，当該研究科等の教授会の審査を経て，研究科

等の長が決定する。 
2 審査決定の方法は，研究科等が定める。 
 
 (略) 
 

第8



 
 

連合大学との協議に基づき，特別研究学生として

受け入れることを認めることができる。 
 
 (略) 
 

第10章 教員組織 
(教員組織) 

第55条 各研究科における授業は，教授又は准教授

が担当する。ただし，必要があるときは，講師又

は助教に担当又は分担させることがある。 
2 各研究科における研究指導は，教授が担当する。

ただし，必要があるときは，准教授，講師又は助

教に担当又は分担させることがある。 
3 第1項の規定にかかわらず，人間社会科学研究科

実務法学専攻における授業は，教授が担当する。

ただし，必要があるときは，准教授，講師又は助

教に担当又は分担させることがある。 
 
 (略) 
 

第12章 雑則 
(雑則) 

第56条 研究科長は，研究科細則を改正したときは，

学長に報告するものとする。 
2 この規則に定めるもののほか，本学大学院の学生

の修学に関し必要な事項は，通則の規定を準用す

る。 
第57条 通則をこの規則に準用する場合は，「学部

長」とあるのは「研究科長」と読み替えるものと

する。 
 
 (略) 
 
別表(第5条関係) 

収容定員 

研究

科名 

専攻名 修士課程，博

士課程前期又

は専門職学位

課程 

博士課程又は

博士課程後期 

入学

定員 

収容定

員 

入学

定員 

収容定員 

人 間

社 会

科 学

研 究

科 

人 文 社 会

科学専攻 

257 

  

514 

  

85 

  

255 

  
教 育 科 学

専攻 
163 326 50 150 

教 職 開 発

専攻 
30 60 － － 

実 務 法 学 20 60 － － 

連合大学との協議に基づき，特別研究学生として

受け入れることを認めることができる。 
 
 (略) 
 

第10章 教員組織 
(教員組織) 

第55条 研究科等における授業は，教授又は准教授

が担当する。ただし，必要があるときは，講師又

は助教に担当又は分担させることがある。 
2 研究科等における研究指導は，教授が担当する。

ただし，必要があるときは，准教授，講師又は助

教に担当又は分担させることがある。 
3 同左 
 
 
 
 
 (略) 
 

第12章 雑則 
(雑則) 

第56条 研究科等の長は，研究科等細則を改正した

ときは，学長に報告するものとする。 
2 同左 
 
 
第57条 通則をこの規則に準用する場合は，「学部

長」とあるのは「研究科等の長」と読み替えるも

のとする。 
 
 (略) 
 
別表(第5条関係) 

収容定員 

研究

科等

名 

専攻名 修士課程，博士課

程前期又は専門

職学位課程 

  

博士課程又は

博士課程後期 

  

入学定

員 

収容定

員 

入学

定員 

収容定

員 

人 間

社 会

科 学

研 究

科 

人文社会

科学専攻 

257 

【15】 

514 

【30】 

85 

【3】 

255 

【9】 

教育科学

専攻 
163 326 50 150 

教職開発

専攻 
30 60 － － 

実務法学 20 60 － － 
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専攻 

広 島 大

学・グラー

ツ 大 学 国

際 連 携 サ

ス テ イ ナ

ビ リ テ ィ

学専攻 

2 4 － － 

計 
472 

  

964 

  

135 

  

405 

  
先 進

理 工

系 科

学 研

究科 

先 進 理 工

系 科 学 専

攻 

449 

  

898 

  

128 

  

384 

  

広 島 大

学・ライプ

ツ ィ ヒ 大

学 国 際 連

携 サ ス テ

イ ナ ビ リ

テ ィ 学 専

攻 

2 4 － － 

計 
451 

  

902 

  

128 

  

384 

  
統 合

生 命

科 学

研 究

科 

統 合 生 命

科学専攻 

170  340 70 210 

計 

170 

 

  

340 

  

70 

  

210 

  

医 系

科 学

研 究

科 

医 歯 薬 学

専攻 

― ― 97 388 

総 合 健 康

科学専攻 

76 152 25 75 

計 76 

  

152  122  463  

      

      

      

      

      

      

専攻 

広 島 大

学・グラ

ーツ大学

国際連携

サステイ

ナビリテ

ィ学専攻 

2 4 － － 

計 
472 

【15】 

964 

【30】 

135 

【3】 

405 

【9】 

先 進

理 工

系 科

学 研

究科 

先進理工

系科学専

攻 

449 

【13】 

898 

【26】 

128 

【7】 

384 

【21】 

広 島 大

学・ライ

プツィヒ

大学国際

連携サス

テイナビ

リティ学

専攻 

2 4 － － 

計 
451 

【13】 

902 

【26】 

128 

【7】 

384 

【21】 

統 合

生 命

科 学

研 究

科 

統合生命

科学専攻 

170 

【6】 

 340 

【12】 

70 

【6】 

210 

【18】 

計 

170 

【6】 

340 

【12】 

70 

【6】 

210 

【18】 

医 系

科 学

研 究

科 

医歯薬学

専攻 

― ― 97 388 

総合健康

科学専攻 

76 

【2】 

152 

【4】 

25 

【1】 

75 

【3】 

計 
76 

【2】 

152 

【4】 

122 

【1】 

463 

【3】 

ス マ

ー ト

ソ サ

イ エ

テ ィ

実 践

－ (36) (72) (17) (51) 
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総計 1,169 2,358 455 1,462 
 

科 学

研 究

院 

総計 1,169 2,358 455 1,462 

(※) スマートソサイエティ実践科学研究院の入

学定員及び収容定員は，人間社会科学研究科人

文社会科学専攻，先進理工系科学研究科先進理

工系科学専攻，統合生命科学研究科統合生命科

学専攻及び医系科学研究科総合健康科学専攻の

入学定員及び収容定員の内数とする。当該内数

は隅付き括弧で示す。 
 

附 則 
1 この規則は，令和5年4月1日から施行する。 
2 スマートソサイエティ実践科学研究院の収容定

員は，この規則による改正後の広島大学大学院規

則別表の規定にかかわらず，令和5年度及び令和6
年度にあっては，次の表のとおりとする。 

研究科

等名 

専攻名 修士課程，博士

課程前期又は

専門職学位課

程 

博士課程又は博

士課程後期 

収容定員 収容定員 

令和 5 年度 
令和 5年

度 

令和 6

年度 

人 間 社

会 科 学

研究科 

人文社

会科学

専攻 

514 

【15】 

255 

【3】 

255 

【6】 

計 
964 

【15】 

405 

【3】 

405 

【6】 

先 進 理

工 系 科

学 研 究

科 

先進理

工系科

学専攻 

898 

【13】 

384 

【7】 

384 

【14】 

計 
902 

【13】 

384 

【7】 

384 

【14】 

統 合 生

命 科 学

研究科 

統合生

命科学

専攻 

340 

【6】 

210 

【6】 

210 

【12】 

計 
340 

【6】 

210 

【6】 

210 

【12】 

医 系 科

学 研 究

科 

総合健

康科学

専攻 

152 

【2】 

75 

【1】 

75 

【2】 
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計 
152 

【2】 

463 

【1】 

463 

【2】 

ス マ ー

ト ソ サ

イ エ テ

ィ 実 践

科 学 研

究院 

－ (36) (17) (34) 
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（７）広島大学学位規則（改正案） 

(平成 16年 4月 1日規則第 8号) 

広島大学学位規則 

目次 

第 1章 総則(第 1条) 

第 2章 学位授与の要件及び専攻分野(第 2条・第 3条) 

第 3章 博士の学位授与の申請及び学位論文の審査方法等(第 4条－第 10条) 

第 4章 博士の学位授与等(第 11条－第 14条) 

第 5章 雑則(第 15条－第 17条) 

附則 

 

第 1章 総則 

(趣旨) 

第 1条 この規則は，学位規則(昭和 28年文部省令第 9号)第 13条第 1項，広島

大学通則(平成 16年 4月 1日規則第 2号)第 46条第 2項及び広島大学大学院規

則(平成 20年 1月 15日規則第 2号)第 46条第 3項の規定に基づき，広島大学

(以下「本学」という。)が行う学位の授与に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

第 2章 学位授与の要件及び専攻分野 

(学位授与の要件) 



第 4条 博士の学位の授与の申請に要する学位論文は 1編とし，2通を提出する

ものとする。ただし，別に参考論文を添付することができる。 

2 前項の学位論文の審査のため必要があるときは，論文の訳文，模型及び標本

等を提出させることができる。 

3 第 2条第 3項に該当する者が，博士の学位の授与を申請する場合は，学位申

請書に学位論文，論文目録，論文の要旨，履歴書及び審査手数料 57,000 円を

添え，学位に付記する専攻分野の名称を指定し，研究科又は研究科等連係課

程実施基本組織(以下「研究科等」という。)の長を経て学長に提出するものと

する。ただし，本学大学院の博士課程に所定の修業年限以上在学し，所定の

単位を修得し(博士課程の後期の課程に単位の修得の定めがない場合は，単位

の修得を要しない。)，かつ，学位論文の作成等に対する指導を受けた後退学

した者(以下「本学大学院博士課程の教育課程を終えて退学した者」という。)

が，再入学しないで，退学したときから 1年以内に博士の学位の授与を申請

するときは，審査手数料を免除することができる。 

4 前項により学位論文の提出があったときは，学長は，学位に付記する専攻分

野の名称により，適当と認める研究科等の教授会(以下「教授会」という。)に

審査を付託する。 

5 受理した学位論文及び審査手数料は，いかなる理由があってもこれを返還し

ない。 

(審査委員会・試問委員会) 

第 5条 教授会は，博士の学位論文の審査及び試験を行うため，審査委員 3人以

上からなる審査委員会を設ける。 

2 教授会は，第 2条第 3項に定める試問を行うため，試問委員 3人以上からな

る試問委員会を設ける。 

3 教授会において必要と認めたときは，当該研究科等若しくは他の研究科等の

教員又は他の大学院若しくは研究所等の教員等を審査委員又は試問委員に加

えることができる。 

(試験及び試問の方法) 

第 6条 試験は，博士の学位論文を中心として，これに関連ある科目について行

うものとする。 

2 試問は，筆答試問及び口頭試問により，専攻分野に関し本学大学院において

博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することを確認するために行う。 

3 前項の試問については，外国語は 2 種類を課することを原則とする。ただし，

教授会が特別な事由があると認めたときは，1種類のみとすることができる。 

4 本学大学院博士課程の教育課程を終えて退学した者から研究科等が定める年

限内に学位論文を受理したときは，第 2条第 3項の規定にかかわらず，試問に

代えて試験とする。 
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(審査期間) 

第 7条 博士の学位論文の審査及び試験又は試問は，学位論文を受理したときか

ら 1年以内に終了するものとする。ただし，特別の事由があるときは，教授

会の議を経て，その期間を 1年以内に限り延長することができる。 

(審査委員会・試問委員会の報告) 

第 8条 審査委員会は，学位論文の審査及び試験を終了したときは，直ちに論文

の内容の要旨，論文審査の要旨及び試験の結果の要旨を，文書をもって教授

会に報告しなければならない。 

2 試問委員会は，試問を終了したときは，直ちにその結果の要旨を，文書をも

って教授会に報告しなければならない。 

(教授会の審議決定) 

第 9条 教授会は，前条の報告に基づいて審議の上，博士の学位を授与すべきか

どうかを議決する。 

2 前項の議決をするには，教授会の構成員(海外出張中及び長期療養中の者を除

く。)の 3分の 2以上の出席を必要とし，かつ，出席者の 3分の 2以上の賛成

がなければならない。 

3 教授会において必要と認めたときは，当該研究科等若しくは他の研究科等の

教員又は他の大学院若しくは研究所等の教員等を，この審議に出席させるこ

とができる。ただし，その出席者は，議決に加わることはできない。 

(教授会の報告) 

第 10 条 教授会が博士の学位を授与できるものとしたときは，研究科等の長は，

学位論文とともに論文の内容の要旨，論文審査の結果の要旨及び試験又は試

問の結果の要旨を，文書をもって学長に報告しなければならない。 

2 教授会が博士の学位を授与できないものとしたときは，研究科等の長は，そ

の旨を文書をもって学長に報告しなければならない。 

第 4章 博士の学位授与等 

(博士の学位授与) 

第 11条 学長は，前条の報告を踏まえ，博士の学位を授与すべき者には，学位

記を授与し，博士の学位を授与できない者には，その旨を通知する。 

(博士の学位登録) 

第 12条 本学が博士の学位を授与したときは，学長は，学位簿に登録し，文部

科学大臣に報告するものとする。 

(学位論文要旨の公表) 

第 13条 本学が博士の学位を授与したときは，当該博士の学位を授与した日か

ら 3月以内に，当該博士の学位の授与に係る論文の内容の要旨及び論文審査

の結果の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。 

(学位論文の公表) 
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第 14条 本学において博士の学位を授与された者は，当該博士の学位を授与さ

れた日から 1年以内に，当該博士の学位の授与に係る論文の全文を公表しな

ければならない。ただし，当該博士の学位を授与される前に既に公表したと

きは，この限りでない。 

2 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない事由

がある場合には，学長の承認を受けて，当該博士の学位の授与に係る論文の

全文に代えてその内容を要約したものを公表することができる。この場合に

おいて，学長は，その学位論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとす

る。 

3 博士の学位を授与された者が行う前 2項の規定による公表は，本学の協力を

得て，インターネットの利用により行うものとする。 

4 前 3項の規定により当該博士の学位の授与に係る論文を公表するときは，

「広島大学審査学位論文」と明記しなければならない。 

第 5章 雑則 

(修士若しくは博士の学位又は専門職学位の授与の取消し) 

第 15条 本学において修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者

が，次の各号のいずれかに該当するときは，学長は，教育研究評議会(以下

「評議会」という。)の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専門職学位の

授与を取り消し，学位記を返還させるものとする。 

(1) 不正の方法により修士若しくは博士の学位又は専門職学位を受けたこと

が判明したとき。 

(2) その名誉を汚辱する行為があったとき。 

2 評議会において，前項の議決を行う場合は，評議員(海外出張中及び長期療養

中の者を除く。)の 3分の 2以上の出席を必要とし，かつ，出席者の 4分の 3

以上の賛成がなければならない。 

3 学位の授与を取り消したときは，その旨の理由を付して公表するものとする。 

(学位記及び申請書等の様式) 

第 16条 学位記及び第 4条第 3項の申請書等の様式は，別記様式第 1号から別

記様式第 10号までのとおりとする。 

(その他) 

第 17条 この規則に定めるもののほか，学位の授与に関し必要な事項は，各学

部又は研究科等が定める。 

附 則 

1 この規則は，平成 16年 4月 1日から施行する。 

2 平成 15年度以前に入学した学生の学士の学位に付記する専攻分野の名称につ

いては，別表第 1の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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3 平成 15年度以前に入学した学生の修士又は博士の学位に付記する専攻分野の

名称については，別表第 2の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

4 第 2条第 3項の規定による博士の学位の授与は，本学大学院の博士課程を経

た者に同種類の学位を授与した後において取扱うものとする。 

附 則(平成 17年 4月 1日規則第 31号) 

この規則は，平成 17年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 18年 3月 31日規則第 38号) 

1 この規則は，平成 18年 4月 1日から施行する。 

2 医学部総合薬学科に入学した学生の学士の学位に付記する専攻分野の名称は，

この規則による改正後の広島大学学位規則別表第 1の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則(平成 19年 5月 15日規則第 89号) 

1 この規則は，平成 19年 5月 15日から施行する。 

2 平成 17年度以前に入学した学生の学士の学位記の様式については，この規則

による改正後の広島大学学位規則第 16条の規定にかかわらず，なお従前の例

による。 

附 則(平成 20年 1月 15日規則第 9号) 

この規則は，平成 20年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 21年 3月 31日規則第 16号) 

1 この規則は，平成 21年 4月 1日から施行する。 

2 平成 20年度以前に入学した学生の学位に付記する専攻分野の名称は，この規

則による改正後の広島大学学位規則別表第 1及び別表第 2の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

附 則(平成 22年 3月 31日規則第 14号) 

1 この規則は，平成 22年 4月 1日から施行する。 

2 平成 21年度以前に医歯薬学総合研究科に入学した学生の修士の学位に付記す

る専攻分野の名称は，この規則による改正後の広島大学学位規則別表第 2の

規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則(平成 23年 3月 31日規則第 16号) 

この規則は，平成 23年 4月 1日から施行する。 
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附 則(平成 23年 8月 2日規則第 100号) 

この規則は，平成 22年 8月 2日から施行し，この規則による改正後の広島大

学学位規則の規定は，平成 23年 7月 1日から適用する。 

附 則(平成 24年 3月 30日規則第 27号) 

1 この規則は，平成 24年 4月 1日から施行する。 

2 平成 23年度以前に保健学研究科又は医歯薬学総合研究科に入学した学生の学

位に付記する専攻分野の名称は，この規則による改正後の広島大学学位規則

別表第 2の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則(平成 24年 5月 15日規則第 102号) 

この規則は，平成 24年 10月 1日から施行する。 

附 則(平成 25年 3月 29日規則第 32号) 

1 この規則は，平成 25年 4月 1日から施行する。 

2 この規則による改正後の広島大学学位規則(以下「新規則」という。)第 13条

の規定は，平成 25年 4月 1日以後に博士の学位を授与した場合について適用

し，同日前に博士の学位を授与した場合については，なお従前の例による。 

3 新規則第 14条の規定は，平成 25年 4月 1日以後に博士の学位を授与された

者について適用し，同日前に博士の学位を授与された者については，なお従

前の例による。 

附 則(平成 27年 3月 17日規則第 17号) 

この規則は，平成 27年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 28年 3月 31日規則第 53号) 

この規則は，平成 28年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 29年 11月 8日規則第 146号) 

この規則は，平成 29年 11月 8日から施行する。 

附 則(平成 30年 3月 30日規則第 58号) 

この規則は，平成 30年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 31年 3月 29日規則第 29号) 

この規則は，平成 31年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 2年 3月 25日規則第 49号) 
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1 この規則は，令和 2年 4月 1日から施行する。 

2 令和 2年 3月 31日以前に総合科学研究科，文学研究科，教育学研究科，社会

科学研究科，理学研究科，先端物質科学研究科，工学研究科，国際協力研究

科又は法務研究科に入学した学生の学位に付記する専攻分野の名称は，この

規則による改正後の広島大学学位規則別表第 2及び別表第 3の規定にかかわら

ず，なお従前の例による。 

附 則(令和 2年 8月 1日規則第 191号) 

この規則は，令和 2年 8月 1日から施行する。 

附 則(令和 2年 9月 15日規則第 199号) 

この規則は，令和 2年 10月 1日から施行する。 

附 則(令和 4年 1月 18日規則第 11号) 

この規則は，令和 4年 1月 18日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和 5年 4月 1日から施行する。 

 

別表第 1(第 3条第 1項関係) 

学士の学位に付記する専攻分野の名称 

学部名 専攻分野の名称 備考 

総合科学部 総合科学   

文学部 文学   

教育学部 教育学 第五類(心理学系コース)を除く 

心理学 第五類(心理学系コース) 

法学部 法学   

経済学部 経済学   

理学部 理学   

医学部 医学 医学科 

看護学 保健学科(看護学専攻) 

保健学 保健学科(理学療法学専攻及び作業療法学専攻) 

歯学部 歯学 歯学科 

口腔健康科学 口腔健康科学科 

薬学部 薬学 薬学科 

薬科学 薬科学科 
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工学部 工学   

生物生産学部 農学   

情報科学部 情報科学   

別表第 2(第 3条第 2項関係) 

修士及び博士の学位に付記する専攻分野の名称 

研究科等名 専攻分野の名称 

修士 博士 

人間社会科学研究科 文学 文学 

心理学 心理学 

法学 法学 

経済学 経済学 

マネジメント マネジメント 

経営学 経営学 

国際協力学 国際協力学 

学術 学術 

教育学 教育学 

教育心理学 教育心理学 

先進理工系科学研究科 理学 理学 

工学 工学 

情報科学 情報科学 

国際協力学 国際協力学 

学術 学術 

統合生命科学研究科 理学 理学 

工学 工学 

農学 農学 

学術 学術 

医系科学研究科 医科学 医学 

歯科学 歯学 

公衆衛生学 薬学 

薬科学 学術 

看護学 医科学 

保健学 歯科学 

口腔健康科学 薬科学 

学術 看護学 

  保健学 

  口腔健康科学 
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スマートソサイエティ実践科学研究院 学術 学術 

 工学 

 情報科学 

 農学 

 保健学 

 医科学 

 経済学 

別表第 3(第 3条第 3項関係) 

専門職学位に付記する学位の名称 

研究科名 学位の名称 

人間社会科学研究科 教職修士(専門職) 

法務博士(専門職) 
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別記様式第1号(第16条関係) 

第2条第1項の規定により授与する学位記の様式 

(大学を卒業した場合) 

  

割
印

第   号 

 

卒業証書  学位記 

 

氏名         

  

    年  月  日生 

 

本学○○学部○○学科所定の課程(○○プログラム)を修めて本学を卒業したことを認め

学士(「専攻分野」)の学位を授与する 

 

  年  月  日 

 

広島大学○○学部長     □印 

 

広島大学長     □印 

 

 
No.      

HIROSHIMA UNIVERSITY 
 

This is to certify that 
[Name] 

(Date of Birth: ○○, ○) 
 

has fulfilled all requirements 
and has been admitted to the degree of 

Bachelor of ○○○ 
from the 

Bachelor’s Program in ○○○ 
Department of ○○○ 

School of ○○○ 
on ○○, ○. 

 
[Signature] 
○○○○ 

印          President of the University 
[Signature] 
○○○○ 
Dean of the School of ○○○ 
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別記様式第2号(第16条関係) 



 

 
No.       

HIROSHIMA UNIVERSITY 
 

This is to certify that 
[Name] 

(Date of Birth: ○○, ○) 
 

has fulfilled all requirements 
and has been admitted to the degree of 

Master of ○○○／Doctor of ○○○ 
from the 

Master’s Program in ○○○／Doctoral Program in ○○○ 
Division of ○○○ 

Graduate School of ○○○ 
on ○○, ○. 

 
[Signature] 

印          ○○○○ 

President of the University 
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別記様式第3号(第16条関係) 

第2条第2項の規定により授与する学位記の様式 

(卓越大学院プログラム又は博士課程リーダー育成プログラムを修了した場合) 

  

割
印

第   号 

 

学位記 

 

氏名         

  

    年  月  日生 

 

 

 

本学大学院○○研究科○○専攻の博士課程(○○プログラム)を修了したので博士(「専攻

分野」)の学位を授与する。  

  

本学                 (□□プログラム)を修了したことを証する。 

 

  年  月  日 

 

広島大学  □印 

 

 



 

 
No.      

HIROSHIMA UNIVERSITY 
 



別記様式第4号(第16条関係) 

第2条第2項の規定により授与する学位記の様式 

(専門職学位課程を修了した場合) 

  割

印 
第   号 

学位記 

氏名       

年  月  日生 

 

本学大学院○○研究科○○専攻の専門職学位課程を修了したので○○

修(博)士(専門職)の学位を授与する。 

年  月  日 

広 島 大 学 □印 

 

 
No.      

HIROSHIMA UNIVERSITY 
 

This is to certify that 
[Name] 

(Date of Birth: ○○, ○) 
 

has fulfilled all requirements 
and has been admitted to the degree of 

○○○ 
from the 

Professional Degree Program in the 
Division of ○○○ 

Graduate School of ○○○ 
on ○○, ○. 

 
[Signature] 

印          ○○○○ 
President of the University 
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5 ( 16 ) 

2 2 ─ ⌐╟╡ ∆╢ ─  

( ╩ ⇔√ ) 

  

    

 

 

 

         

  

         

 

 

 

ủủ ─        ╩ ⇔√─≢ ( ) (₈ ₉)─

╩ ∆╢⁹ 

       

 

  ẽ 

 

 

 
No.       

HIROSHIMA UNIVERSITY 
 

This is to certify that 
[Name] 

(Date of Birth: ủủ, ủ) 
 

has fulfilled all requirements 
and has been admitted to the degree of 

Master of ủủủ Doctor of ủủủ 
from the 

Master’s Program in the Doctoral Program in the 
Graduate School of ủủủ 

on ủủ, ủ. 
 

[Signature] 
          ủủủủ 

President of the University 
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別記様式第6号(第16条関係) 

第2条第2項の規定により授与する学位記の様式 

(人間社会科学研究科広島大学・グラーツ大学国際連携サステイナビリティ学専攻を修了

した場合) 
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別記様式第7号(第16条関係) 

第2条第2項の規定により授与する学位記の様式 

(先進理工系科学研究科広島大学・ライプツィヒ大学国際連携サステイナビリティ学専攻

を修了した場合) 
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別記様式第8号(第16条関係) 

  

割
印 

第   号 

 

学位記 

 

氏名         

  

    年  月  日生 

 

本学に学位論文を提出し所定の審査及び試問に合格したので博士(「専攻分野」)の学位を

授与する。 

  年  月  日 

 

広島大学  □印 

備考 第6条第4項の規定により研究科等が定める年限内に学位論文を提出した者に授与

する学位記の様式は，この様式中「試問」を「試験」に代えたものとする。 

 

 
No.      

HIROSHIMA UNIVERSITY 
 

This is to certify that 
[Name] 

(Date of Birth: ○○, ○) 
 

has submitted a doctoral dissertation and 
successfully fulfilled all the requirements 

for the degree of 
Doctor of ○○○ 

on ○○, ○. 
 

[Signature] 
印          ○○○○ 

President of the University 
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別記様式第9号(第16条関係) 

第2条第3項の規定により授与する学位記の様式 

(学位論文提出による場合) 

     年  月  日 

 

広島大学長     殿 

氏名（自署）        

 

学位申請書 

 

貴学学位規則第4条第3項の規定に基づき学位論文，論文要旨，履歴書及び審査手数料○

○○円を添えて博士(「専攻分野」)の学位の授与を申請いたします。 
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別記様式第10号(第16条関係) 

学位申請書添付書類の様式 

イ 論文目録の様式 

(表紙) 

論文目録 

 

 

 

 

学位申請者 

氏名（自署）   

備考 用紙の規格は，A4とし，縦にして左横書きとすること。 

 
題目      公表の方法      公表年月日      冊数 

学位論文 

 

  

 

 

参考論文 

1 
  

  

2 
  

  

  

備考 

(1) 論文題目が外国語の場合は，和訳をつけて，外国語，日本語の順序で列記するこ

と。 

(2) 参考論文が2種以上ある場合は，列記すること。 

(3) 学位論文をまだ公表していないときは，公表予定の方法及び時期を記載するこ

と。 

(4) 論文の要旨は，400字詰原稿用紙10枚以内とすること。 

(5) 用紙の規格は，A4とし，縦にして左横書きとすること。 
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ロ 第4条第3項の規定による履歴書の様式 

履歴書 

 

本籍(都道府県名) 

現住所 

氏名            

    年  月  日生 

 

学歴 

    年  月  日 

    年  月  日 

職歴 

    年  月  日 

    年  月  日 

研究歴 

    年  月  日 

    年  月  日 

賞罰 

 

上記のとおり違いありません。 

  年  月  日 

氏名（自署）        

備考 

(1) 履歴事項は，高等学校卒業後の履歴について年次を追って記載する。 

(2) 本学大学院博士課程の教育課程を終えて退学した者は，単位修得証明書を添付す

ること。 

(3) 用紙の規格は，A4とし，縦にして左横書きとすること。 
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（８）広島大学学位規則の変更事項 

 

1 変更の事由 

 広島大学に，大学院スマートソサイエティ実践科学研究院を設置することとするた

め。 

 

2 変更の概要 

① 大学院スマートソサイエティ実践科学研究院における修士及び博士に付記する専攻

分野の名称について，次の表のとおりとする。 

 

専攻分野の名称 

修士 博士 

学術 学術 

 工学 

 情報科学 

 農学 

 保健学 

 医科学 

 経済学 

 

② 学位記の様式その他所要の規定の整備を行う。 
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○広島大学大学院スマートソサイエティ実践科学研究院教授会内規(案) 

(令和 年 月 日研究院長決裁) 

(趣旨) 

第1条 この内規は，広島大学部局運営規則(平成16年4月1日規則第31号)第13条の規

定に基づき，広島大学大学院スマートソサイエティ実践科学研究院(以下「研究院」

という。)の教授会の運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

(組織) 

第2条 教授会は，次に掲げる構成員で組織する。 

(1) 研究院長 

(2) 副研究院長 

(3) 研究院長補佐 

(4) 教授(前3号に規定する者を除く。) 

(審議事項) 

第 3 条 教授会は，次に掲げる事項を審議する。 

(1) 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画における教育，研究及び社会

貢献活動に関する事項 

(2) 教員選考における教育，研究及び社会貢献に係る業績審査に関する事項 

(3) 学生の受入れと身分に関する事項 

(4) 学位の授与に関する事項 

(5) 教育課程に関する事項 

(6) 研究活動に関する事項 

(7) 社会貢献活動に関する事項 

(8) 教育，研究及び社会貢献に係る諸規則の制定及び改廃に関する事項 

(9) その他研究院長が必要と認めた教育，研究及び社会貢献に係る事項 

(会議の運営等) 

第4条 教授会は，研究院長が必要と認めたとき，又は構成員の5分の1以上からの要

求があったときに開催するものとする。 

2 教授会に議長を置き，研究院長をもって充てる。 

3 議長は，教授会を主宰する。 
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3 前項の規定にかかわらず，第3条に規定する審議事項のうち，博士の学位の授与に

関する事項について審議する場合は，構成員の3分の2以上の出席を必要とし，出席

者の3分の2以上により決する。 

第7条 議長は，必要があると認めたときは，構成員以外の者の出席を求め，その意

見を聴くことができる。 

(代議員会) 

第8条 代議員会は，次に掲げる構成員で組織する。 

(1) 研究院長 

(2) 副研究院長 

(3) 研究院長補佐  

(4) 研究院長が必要と認めた者 

第9条 代議員会に関し必要な事項は，別に定める。 

(雑則) 

第10条 この内規に定めるもののほか，教授会及び代議員会の運営に関し必要な事項

は，教授会の議を経て別に定める。 

附 則 

この内規は，令和5年4月1日から施行する。 
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